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前
日
ま
で
の
雨
が
上
が
り
、
雲

一
つ
な
い
快
晴
と
な
っ
た
こ
の

日
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
大
き
な
歓

声
が
響
き
、
懸
命
に
競
技
に
取
り

組
む
国
際
生
の
姿
が
多
く
見
ら
れ

た
。「
無
限
８
」
は
、
各
団
４０
人

で
１
人
ず
つ
連
続
し
て
縄
を
跳

ぶ
。
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
の

に
苦
労
し
て
い
た
。
借
り
物
競
走

「Hunting Race2026

」
は
、
引

い
た
カ
ー
ド
に
書
か
れ
て
あ
る
お

題
（
人
物
）
を
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
す

る
競
技
。
先
生
や
保
護
者
も
多
く

借
り
出
さ
れ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
大

き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
綱

引
き
で
は
、
皆
で
タ
イ
ミ
ン
グ
を

合
わ
せ
な
が
ら
力
を
振
り
絞
り
、

　

第
６２
回
体
育
大
会
が
６
月
１０
日
、「
飛
翔
～
心
を
一
つ
に
勝
利
へ
羽
ば
た
け
～
」
の
テ
ー

マ
の
も
と
行
わ
れ
た
。
赤
青
白
黄
の
４
団
が
総
合
優
勝
を
目
指
し
、
競
技
や
応
援
の
他
、
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
衣
装
の
各
部
門
で
全
力
で
競
い
合
っ
た
。【
林
琴
葉
】

朱
雀
団
総
合
Ｖ

朱
雀
団
総
合
Ｖ

　

近
年
、
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
は
私
た
ち

の
生
活
に
不
可
欠
な

存
在
に
な
り
つ
つ
あ

「
宿
題
や
学
習
の
サ
ポ
ー
ト
」「
文
章
作
成
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
私
た
ち
の
身
の
回

り
で
も
、
分
か
ら
な
い
問
題
の
解
説
や
英
作
文

の
添
削
な
ど
、
Ａ
Ｉ
を
学
習
に
活
用
す
る
場
面

は
急
速
に
広
が
っ
て
い
る
。
短
時
間
で
必
要
な

情
報
を
得
ら
れ
る
た
め
、
勉
強
の
効
率
化
に
つ

な
が
る
と
い
う
大
き
な
利
点
が
あ
る
。
し
か

し
、
過
度
な
依
存
は
自
身
の
思
考
力
や
判
断
力

の
低
下
を
招
き
か
ね
な
い
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
が
提

示
す
る
情
報
に
は
誤
り
が
含
ま
れ
る
こ
と
も
あ

る
た
め
、
す
べ
て
を
鵜
呑
み
に
す
る
の
は
危
険

だ
★
だ
か
ら
こ
そ
、
Ａ
Ｉ
を
単
な
る
「
答
え
探

し
の
道
具
」
で
は
な
く
、「
自
分
の
考
え
を
深

め
る
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
位
置
づ
け

る
こ
と
が
重
要
だ
。
た
だ
正
解
を
求
め
る
だ
け

で
な
く
、
答
え
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
や
考
え
方
を

理
解
し
た
り
、
自
分
の
意
見
を
別
の
視
点
か
ら

見
直
し
た
り
す
る
こ
と
。
そ
れ
こ
そ
が
、
Ａ
Ｉ

の
よ
り
良
い
活
用
法
と
言
え
る
だ
ろ
う
★
Ａ
Ｉ

は
今
後
も
進
化
を
続
け
、
私
た
ち
の
生
活
に
よ

り
深
く
根
ざ
し
て
い
く
は
ず
だ
。
し
か
し
、
ど

れ
ほ
ど
技
術
が
便
利
に
な
ろ
う
と
も
、
私
た
ち

自
身
が
主
体
的
に
考
え
、
判
断
す
る
力
を
養
う

こ
と
の
大
切
さ
は
変
わ
ら
な
い
。
安
易
に
頼
り

切
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
を
成
長
さ
せ
る
た
め

の
道
具
と
し
て
主
体
的
に
使
い
こ
な
す
。
そ
れ

こ
そ
が
今
、
私
た
ち
高
校
生
に
求
め
ら
れ
て
い

る
姿
勢
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。�

【
浦
野
未
唯
】

デコ優勝した白虎団のパネル

出
発
式
に
臨
む
生
徒
達

＝
富
山
空
港　
　
　
　

　

１
年
１
・
２
組
（
国
際
英
語
コ

ー
ス
）
の
５９
人
は
、
７
月
１０
日
に

ア
メ
リ
カ
語
学
研
修
に
出
発
し

た
。
一
行
は
２６
日
ま
で
の
日
程

で
、
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

近
郊
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
な

が
ら
、
Ｐ
Ｓ
Ｕ
（
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

州
立
大
学
）
で
の
英
会
話
の
授
業

や
フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
な
ど
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
こ
な
し
て
英
語
力

　

こ
の
夏
も
国
際
高
か
ら
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
弓
道
、
放
送
、
新
聞
の
四
つ
の
部
活
動
と
、
個
人
登
録
の
体
操
、
ボ
ク
シ
ン
グ
、

弁
論
の
三
つ
の
部
門
が
全
国
の
大
舞
台
に
挑
む
。

２
年
連
続
３
部
門
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ

学
校
対
抗
出
場
は
１０
回
目

バドミントン部

第 62 回
体育大会

計７部門 全国で闘う計７部門 全国で闘う

互
い
に
声
を
か
け
合
っ
て
い
た
。

　

午
後
は
各
団
の
応
援
合
戦
で
幕

開
け
。
白
赤
青
黄
の
順
で
、
各
団

が
工
夫
を
凝
ら
し
た
個
性
的
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
盛
り
上
げ
、
保

護
者
席
か
ら
も
歓
声
が
上
が
っ
て

い
た
。
応
援
優
勝
は
、
昨
年
に
続

き
黄
麟
団
（
黄
団
）。
息
の
合
っ

た
ダ
ン
ス
や
迫
力
あ
る
演
舞
で
観

客
を
魅
了
し
た
。
応
援
団
長
の
中

瀬
甘
菜
さ
ん
（
３７
Ｈ
）
は
「
完
璧

な
振
り
付
け
を
重
点
的
に
練
習

し
、
様
々
な
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

を
工
夫
し
て
観
客
の
方
々
が
見
て

い
て
飽
き
な
い
応
援
に
し
た
。
本

番
で
は
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
で
き
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、
６
月
６

～
８
日
に
高
岡
市
竹
平
記
念
体
育

館
な
ど
で
行
わ
れ
た
県
高
校
総
体

に
お
い
て
、
女
子
学
校
対
抗
で
優

勝
、
個
人
対
抗
ダ
ブ
ル
ス
で
麻
生

梨
央
（
３３
Ｈ
）・
青
見
咲
希
（
３６

Ｈ
）
ペ
ア
が
優
勝
、
東
華
帆
（
３７

Ｈ
）・
西
野
乃
愛
（
３７
Ｈ
）
ペ
ア

が
２
位
、
さ
ら
に
シ
ン
グ
ル
ス
で

安
村
紗
来
さ
ん
（
２７
Ｈ
）
が
優

勝
、
城
倉
涼
子
さ
ん
（
３６
Ｈ
）
が

２
位
を
勝
ち
取
り
、
昨
年
に
引
き

続
き
計
３
部
門
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

（
全
国
高
校
総
体
）
出
場
の
切
符

を
手
に
し
た
。
学
校
対
抗
は
１０
回

目
の
出
場
。

　

昨
年
に
続
き
２
年
連
続
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
と
な
る
麻
生
主
将

は
「
う
れ
し
い
気
持
ち
も
あ
っ
た

が
、
高
校
最
後
の
全
国
大
会
の
出

場
権
を
獲
得
で
き
、
ほ
っ
と
し
た

気
持
ち
の
方
が
大
き
か
っ
た
」
と

心
境
を
話
す
。「
練
習
が
き
つ
く

て
も
声
を
出
し
て
励
ま
し
合
い
、

全
体
で
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
」
チ
ー
ム
。
今
は
持
久
力
を
鍛

え
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
、
試
合
を

想
定
し
た
追
い
込
み
練
習
な
ど
に

日
々
励
む
。
団
体
、
個
人
と
も
に

ベ
ス
ト
８
入
り
を
目
標
に
掲
げ

「
強
豪
校
に
も
食
ら
い
つ
き
、
北

信
越
の
第
一
代
表
と
し
て
自
分
た

ち
の
強
さ
を
存
分
に
発
揮
し
た

い
。
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
コ
ー
チ

や
顧
問
の
先
生
、
親
や
仲
間
に
結

果
で
恩
返
し
を
す
る
」
と
意
気

込
む
。

　

同
じ
く
２
年
連
続
出
場
の
青
見

さ
ん
は
、
特
に
攻
撃
の
精
度
、
強

さ
、
緩
急
を
意
識
し
て
練
習
す

る
。
現
在
の
チ
ー
ム
を
「
皆
で
盛

り
上
げ
て
一
致
団
結
で
き
て
い

る
」
と
分
析
し
、「
最
後
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
。
悔
い
が
残
ら
な
い
よ

う
に
思
い
切
っ
て
、
全
力
で
倒
し

に
い
く
」
と
決
意
を
述
べ
た
。
ま

た
、
個
人
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
初
出

場
を
決
め
た
城
倉
さ
ん
は
「
最
後

の
大
会
な
の
で
と
に
か
く
楽
し
ん

　

弓
道
部
主
将
の
梅
田
あ
ず
さ
さ

ん
（
３４
Ｈ
）
は
、
６
月
６
日
に
射

水
市
大
島
弓
道
場
で
行
わ
れ
た
県

高
校
総
体
に
お
い
て
近
的
女
子
個

人
の
部
で
優
勝
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
初
出
場
を
決
め
た
。

　

「
ず
っ
と
目
標
に
し
て
い
た
け

ど
本
当
に
優
勝
で
き
る
と
思
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
決
ま
っ
た
瞬

間
は
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
」
と

振
り
返
る
梅
田
さ
ん
。
今
は
「
よ

く
な
い
癖
や
細
か
い
ズ
レ
が
出
な

い
よ
う
に
す
る
」
練
習
に
励
ん
で

で
戦
い
、
強
い
相
手
に
気
持
ち
で

負
け
ず
最
後
ま
で
粘
っ
て
頑
張
り

た
い
」
と
抱
負
を
話
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
学
校
対
抗
が

７
月
２３
、
２４
日
、
個
人
対
抗
は
２５

～
２７
日
、
和
歌
山
市
の
和
歌
山
ビ

ッ
グ
ホ
エ
ー
ル
な
ど
で
行
わ
れ
る
。

【
団
体
メ
ン
バ
ー
】（
敬
称
略
）

麻
生
梨
央
（
３３
Ｈ
）
青
見
咲
希

（
３６
Ｈ
）
東
華
帆
（
３７
Ｈ
）
城
倉

涼
子
（
３６
Ｈ
）
西
野
乃
愛
（
２７

Ｈ
）
安
村
紗
来
（
２７
Ｈ
）
石
塚
華

歩
（
１３
Ｈ
）
萩
中
陽
愛
（
２８
Ｈ
）

い
る
。
ま
た
、
決
勝
ま
で
進
ん
で

疲
れ
て
も
い
つ
も
通
り
引
け
る
よ

う
、
た
く
さ
ん
引
く
練
習
を
心
が

け
る
。

　

決
勝
進
出
を
目
標
に
掲
げ
、

「
初
め
て
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
な
の

で
緊
張
す
る
と
思
う
が
、
い
つ
も

通
り
頑
張
り
た
い
」
と
意
気
込
ん

だ
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
個
人
競
技
は
８

月
１
日
、
和
歌
山
県
田
辺
市
の
田

辺
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
体
育
館
で
行

わ
れ
る
。

　

総
合
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
の
は

朱
雀
団
（
赤
団
）。
団
長
の
野
崎

凛
乃
さ
ん
（
３５
Ｈ
）
は
「
団
員
の

皆
さ
ん
も
真
面
目
に
練
習
に
取
り

組
ん
で
く
れ
、
競
技
も
最
後
ま
で

頑
張
っ
て
く
れ
た
。
総
合
優
勝
は

全
員
が
協
力
し
て
取
り
組
め
た
お

か
げ
」
と
感
謝
し
て
い
た
。

　

新
聞
部
は
、
恒
例
の
体
育
大
会

速
報
を
当
日
に
４
回
発
行
し
た
。

【
結
果
】

総　
　

合
＝
①
朱
雀
団
②
白
虎
団

競
技
の
部
＝
①
白
虎
団
②
朱
雀
団

デ
コ
の
部
＝
①
白
虎
団
②
朱
雀
団

応
援
の
部
＝
①
黄
麟
団
②
朱
雀
団

衣
装
の
部
＝
①
朱
雀
団
②
黄
麟
団

向
上
を
目
指
す
。

　

富
山
空
港
で
の
出
発
式
で
、
生

徒
代
表
の
大
森
美
心
さ
ん
（
１１

Ｈ
）
は
「
現
地
で
は
語
学
の
学
習

だ
け
で
な
く
異
文
化
を
肌
で
感

じ
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
吸
収
し

て
き
た
い
。
一
日
一
日
を
大
切
に

過
ご
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

研
修
中
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
地

元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
体
験
や
、
オ
レ
ゴ
ン
日

系
レ
ガ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
の
見
学
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
川
峡
谷
日
帰
り
ツ
ア

ー
な
ど
、
多
彩
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

１
年
国
際
英
語
コ
ー
ス

ア
メ
リ
カ
研
修
に
出
発

心
一
つ
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
羽
ば
た
く

心
一
つ
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
羽
ば
た
く

る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
翻
訳
ア
プ
リ
や
動
画

サ
イ
ト
の
お
す
す
め
機
能
な
ど
、
私
た
ち
は
意

識
せ
ず
に
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、

世
界
各
国
で
Ａ
Ｉ
開
発
競
争
が
激
化
す
る
中
、

社
会
に
お
け
る
そ
の
重
要
性
は
高
ま
る
一
方

だ
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
お
い
て
、
私
た
ち
高

校
生
は
Ａ
Ｉ
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
い
、
活
用

し
て
い
く
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
★
実
際
に
、
最

新
の
調
査
に
よ
る
と
、
高
校
生
の
生
成
Ａ
Ｉ
利

用
率
は
７
割
を
超
え
、
そ
の
主
な
目
的
と
し
て

２
・
３
面

【
特
集
１
】

続
・
国
際
生
の
通
学
マ
ナ
ー
を
斬
る

４
・
５
面

【
特
集
２
】

ア
テ
ン
シ
ョ
ン
・
デ
ト
ッ
ク
ス
の
す
す
め

６
面「

学
生
時
代
」、「
続
・
留
学
生
通
信
」、
部
説
な
ど

今号の紙面

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
向
け
て
気
合
十
分
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
団
体
メ

ン
バ
ー
。
左
か
ら
（
前
列
）
安
村
、
東
、
萩
中
、
石
塚
（
後
列
）

麻
生
、
青
見
、
西
野
、
城
倉　

の
各
選
手

梅
田
さ
ん

目
標
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
初
出
場

弓道部

インターハイに初出場する梅田さん

放
送
部
メ
ン
バ
ー
。
岡
田
部
長
は
中
央

　

体
操
の
稲
川
雄
士
さ
ん
（
３５

Ｈ
）
＝
写
真
＝
は
、
５
月
３０
日
に

新
潟
県
上
越
市
の
上
越
体
操
場
ジ

ム
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
た
県
高
校
総

体
に
お
い
て
男
子
個
人
総
合
１
位

と
な
り
、
３
年
連
続
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
出
場
を
決
め
た
。

　

体
操
競
技
は
、
ゆ
か
、
あ
ん

馬
、
つ
り
輪
、
跳
馬
、
平
行
棒
、

鉄
棒
の
計
６
種
目
で
競
い
合
う
。

あ
ん
馬
と
つ
り
輪
で
県
１
位
と
な

り
、
総
合
順
位
で
３
度
目
の
全
国

出
場
が
決
ま
っ
た
瞬
間
、「
今
年

も
通
過
で
き
た
。
よ
し
、
勝
負
は

　

笹
岡
心
さ
ん
（
３９
Ｈ
）
＝
写
真

＝
が
、
７
月
２９
～
３１
日
に
秋
田
県

能
代
市
の
能
代
市
文
化
会
館
で
行

わ
れ
る
第
５０
回
全
国
高
校
総
合
文

化
祭
弁
論
部
門
に
、
富
山
県
代
表

と
し
て
出
場
す
る
。

　

ボ
ク
シ
ン
グ
の
大
坂
元
さ
ん

（
２５
Ｈ
）
＝
写
真
＝
は
、
６
月
７

日
に
上
市
高
校
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ハ

ウ
ス
で
行
わ
れ
た
県
高
校
総
体
の

ラ
イ
ト
級
で
優
勝
し
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
の
切
符
を
手
に
し
た
。

　

県
大
会
優
勝
を
果
た
し
「
試
合

ま
で
減
量
や
練
習
な
ど
き
つ
く
て

大
変
な
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、

決
ま
っ
た
時
は
本
当
に
う
れ
し
か

っ
た
」
と
振
り
返
る
。
今
は
ジ
ム

で
ス
パ
ー
リ
ン
グ
や
ミ
ッ
ト
、
シ

　

放
送
部
は
、
６
月
１４
日
に
富
山

国
際
大
学
で
行
わ
れ
た
第
６５
回
県

高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い

て
、
研
究
発
表
部
門
で
優
秀
賞
１

位
、
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門

こ
こ
か
ら
だ
な
」
と
決
意
を
新
た

に
し
た
。

　

「
体
操
は
事
前
に
決
め
た
動
き

や
演
技
を
失
敗
せ
ず
に
、
ど
れ
だ

け
正
確
に
で
き
る
か
を
競
う
競
技
。

だ
か
ら
、
失
敗
す
る
こ
と
な
く
自

分
の
演
技
を
息
を
す
る
よ
う
に
で

き
る
よ
う
に
、
今
は
ひ
た
す
ら
反

復
練
習
」に
励
ん
で
い
る
。目
標
に

据
え
る
の
は
「
予
選
を
通
過
し
て

種
目
別
決
勝
に
残
り
、
あ
ん
馬
で

６
位
以
内
に
入
賞
す
る
こ
と
」
だ
。

　

「
今
年
は
３
度
目
の
正
直
と
し

て
受
賞
し
て
、
富
山
に
凱
旋
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
意
気

込
む
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
予
選
演
技
が

７
月
３１
日
と
８
月
１
日
、
決
勝
演

技
が
２
日
、
神
戸
市
の
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ
神
戸
で
行
わ
れ
る
。

　

弁
士
は
７
分
間
以
内
で
弁
論
を

行
い
、
７
人
の
審
査
員
に
よ
っ
て

採
点
さ
れ
る
。

　

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
自

然
の
循
環
な
ど
の
環
境
問
題
を
テ

ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
る
笹
岡
さ

ん
は
、
特
に
感
情
を
込
め
て
発
表

す
る
こ
と
や
発
声
の
練
習
に
励
ん

で
い
る
。「
初
め
て
の
参
加
と
な

る
の
で
力
を
出
し
切
り
た
い
。
練

習
の
成
果
を
最
大
限
に
発
揮
し
て

き
ま
す
」
と
話
し
た
。

ャ
ド
ウ
な
ど
の
実
践
練
習
を
中
心

に
励
み
、
練
習
時
間
外
も
ラ
ン
ニ

ン
グ
な
ど
体
力
作
り
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
打
ち
込
ん
で
い
る
。

　

「
初
め
て
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
な

の
で
一
戦
一
戦
を
大
切
に
、
自
分

の
力
を
出
し
切
っ
て
悔
い
の
な
い

試
合
を
す
る
こ
と
」
を
目
標
に
掲

げ
る
大
坂
さ
ん
は
「
応
援
し
て
く

だ
さ
る
方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ

ず
、
こ
れ
ま
で
の
努
力
の
成
果
を

発
揮
し
て
全
力
で
戦
い
た
い
」
と

意
気
込
ん
だ
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
８
月
５
～
１０

日
、
宇
治
市
の
京
都
府
立
山
城
総

合
運
動
公
園
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
で

行
わ
れ
る
。

で
優
秀
賞
２
位
を
獲
得
し
、
７
月

２０
～
２３
日
に
東
京
で
行
わ
れ
る
第

７３
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ

ン
テ
ス
ト
に
４６
年
連
続
で
出
場
が

決
定
し
た
。

話
し
た
。

　

ま
た
、
放
送
部
は
７
月
２９
、
３０

日
に
秋
田
県
大
仙
市
の
大
曲
市
民

会
館
で
行
わ
れ
る
第
５０
回
全
国
高

校
総
合
文
化
祭
放
送
部
門
に
も
、

オ
ー
デ
ィ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門
で

県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
。
全
国

総
文
祭
出
場
は
６
年
ぶ
り
。
岡
田

さ
ん
は
「
総
文
祭
で
も
良
い
成
績

を
残
し
、
新
た
な
栄
光
を
持
ち
帰

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
全
力
で

取
り
組
み
た
い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

稲
川
さ
ん

３
年
連
続
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ

体操

笹
岡
さ
ん県

代
表
で
総
文
祭
へ

弁論
大
坂
さ
ん

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
初
出
場

ボクシング

４６
年
連
続
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
に
出
場

６
年
ぶ
り
に
全
国
総
文
祭
に
も

放送部

勝負の
夏

　

「
放
送
部
の
甲
子
園
」
と
も

称
さ
れ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
出
場
が
決

ま
り
、
部
長
の
岡
田
佑
太
さ
ん

（
３７
Ｈ
）
は
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
は
放

送
界
に
携
わ
っ
て
い
る
者
た
ち

の
晴
れ
舞
台
。
そ
の
よ
う
な
名

誉
あ
る
大
会
に
進
出
で
き
た
こ

と
に
対
す
る
感
謝
と
誇
り
を
忘

れ
ず
、
自
信
を
持
っ
て
挑
み
た

い
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
の
決
勝

で
本
校
の
名
前
が
呼
ば
れ
る
よ

う
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
」
と

　

新
聞
部
は
、
７
月
２８
～
３０
日
に

秋
田
県
潟
上
市
の
潟
上
市
民
会
館

か
た
り
あ
ん
で
行
わ
れ
る
第
５０
回

全
国
高
校
総
合
文
化
祭
新
聞
部
門

に
出
場
す
る
。

　

昨
年
１２
月
の
「
第
３０
回
全
国
高

校
新
聞
年
間
紙
面
審
査
」
予
備
審

査
で
入
賞
し
、
今
回
も
全
国
総
文

祭
の
表
彰
参
加
で
の
出
場
権
を
得

た
。
同
審
査
に
は
初
回
か
ら
３０
年

連
続
で
入
賞
し
て
お
り
、
今
年
の

総
文
祭
で
の
本
審
査
で
も
受
賞
が

期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
全
国
の
高

校
新
聞
部
員
で
編
成
さ
れ
た
班
で

秋
田
県
内
各
地
を
取
材
し
、
交
流

新
聞
を
作
成
す
る
。
さ
ら
に
、
北

全
国
総
文
祭
に３０

年
連
続
出
場

新聞部

日
本
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
全
国
総

文
祭
ニ
ュ
ー
ス
「
ら
い
ち
ょ
う
」

の
特
派
員
と
し
て
、
各
部
門
の
県

勢
出
場
者
の
活
躍
を
取
材
す
る
活

動
も
行
う
。

　

石
黒
星
那
さ
ん
（
２１
Ｈ
）
は

「
全
国
の
高
校
新
聞
部
員
か
ら
学

ん
だ
こ
と
を
、
今
後
の
新
聞
作
り

に
活
か
し
た
い
。
貴
重
な
機
会
な

の
で
実
り
の
あ
る
も
の
に
し
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

総合優勝の瞬間、喜びを爆発させる朱雀団

応援優勝した黄麟団の演舞

　

デ
ジ
タ
ル
機
器
を
活
用
し
な

が
ら
文
理
横
断
的
で
探
究
的
な

学
び
を
強
化
す
る
、
文
部
科
学

省
の
「
高
等
学
校
Ｄ
Ｘ
加
速
化

推
進
事
業
（
Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
）」
に
、
本
校
が
採
択
さ
れ

て
今
年
度
で
３
年
目
に
入
っ
た
。

　

本
校
で
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
一
歩
先

を
い
く
「Regenerative 

Design

」
を
テ
ー
マ
に
、

具
体
的
な
社
会
課
題
に
向

き
合
い
、
現
実
解
を
導
き

出
す
内
容
を
情
報
Ⅰ
な
ど

の
授
業
で
行
っ
て
き
た
。

　

昨
年
度
ま
で
、
屋
上
に

農
園
を
作
り
人
間
が
自
然

と
生
態
系
を
積
極
的
に
生

み
出
す
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
の
実
践
と
、
１０
代

の
心
理
相
談
を
支
援
す
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
ロ
ボ
ッ
ト
の

研
究
、
慢
性
的
な
運
動
不
足
で

あ
る
身
体
不
活
動
の
解
消
な
ど

を
題
材
に
、
デ
ー
タ
分
析
や
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
人
工
知
能
を

学
ぶ
授
業
を
行
っ
て
き
た
。
今

年
度
も
同
様
の
テ
ー
マ
で
行
い

つ
つ
、
さ
ら
に
多
く
の
デ
ジ
タ

ル
機
器
を
活
用
し
な
が
ら
、
高

度
な
学
び
を
実
現
し
て
い
る
。

　

屋
上
に
作
っ
て
い
る
農
園
で

は
、
土
を
耕
さ
ず
、
肥
料
や
農
薬

を
一
切
使
わ
ず
に
１０
種
類
以
上
の

野
菜
を
密
生
さ
せ
る
協
生
農
法
を

実
践
し
て
い
る
。
さ
ら
に
小
型
コ

ン
ピ
ュ
ー
タRaspberry Pi

と
セ

ン
サ
ー
を
使
っ
て
温
度
や
湿
度
、

水
分
量
な
ど
の
環
境
デ
ー
タ
も
分

析
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
実
践

に
は
、
ソ
ニ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
研
究
所
か
ら
協
力
を
得

て
い
る
。
環
境
問
題
に
関
心
が
あ

る
生
徒
は
多
い
が
、
実
際
に
手
を

動
か
し
て
野
菜
を
育
て
る
機
会
は

少
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
使
っ

た
新
し
い
自
然
と
の
共
生
、
自
然

の
構
築
を
学
ん
で
い
る
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す
る
人

工
知
能
や
ロ
ボ
ッ
ト
と
の
共
生

社
会
に
つ
い
て
も
学
ぶ
。
犬
型

ロ
ボ
ッ
ト
Ａ
ｉ
ｂ
ｏ
と
触
れ
合

い
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
暮
ら
す
生
活

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
授
業
が
行
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
生
成

Ａ
Ｉ
が
共
感
的
な
存
在
に
な
る

よ
う
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
禁
止
事

項
を
定
め
る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、

意
図
し
た
通
り
に
返
答
す

る
よ
う
に
な
る
ア
ラ
イ
メ

ン
ト
を
、
実
際
の
生
成
Ａ

Ｉ
を
使
っ
て
学
ぶ
内
容
も

あ
る
と
の
こ
と
だ
。
こ
の

授
業
で
は
、NVIDIA

の

DGX Spark

な
ど
、
ス
ー

パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
並
み

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
使
用

さ
れ
て
い
る
。

　

「
本
校
の
Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
の
最
終
目
標
は
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
人

工
知
能
に
よ
る
新
し
い
価

値
の
創
造
」
と
話
す
担
当
の
橋

本
先
生
は
「
こ
れ
か
ら
は
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
背
景
に
、
そ
の
人

な
り
の
具
体
的
か
つ
現
実
的
な

価
値
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

る
か
、
学
校
は
そ
の
よ
う
な
人

材
を
ど
れ
だ
け
育
成
で
き
る
か

が
重
要
な
時
代
に
な
る
」
と
話

し
て
い
た
。

屋
上
農
園
で
野
菜
の
苗
を

植
え
る
生
徒
達　
　
　
　

先端テクノロジーで価値創造
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国際生
アンケート
「
自
転
車
の
違
反
し
た
こ
と
あ
る
」

「
自
転
車
の
違
反
し
た
こ
と
あ
る
」５５
％％

青
切
符
制
度

青
切
符
制
度  

一
部
に
誤
解
も
？

一
部
に
誤
解
も
？

　

国
際
生
の
通
学
手
段
、
通
学
時
の
悩
み
、
ま
た
今
年
４
月
に
導
入
さ
れ
た
自
転
車
の
青
切
符
制
度
に

関
し
て
、
５
月
末
、
全
校
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
有
効
回
答
数
は
７
０
９
人（
男
２
４

５
、
女
４
６
４
）。
国
際
生
が
普
段
ど
の
よ
う
な
交
通
手
段
を
利
用
し
、
ど
ん
な
不
便
さ
や
課
題
を
感

じ
て
い
る
の
か
、
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
や
制
度
に
つ
い
て
ど
れ
ほ
ど
理
解
し
て
い
る
の
か
を
探
っ
た
。

Ｑ
１
．
学
校
ま
で
の
通
学
手
段
は

何
で
す
か
？
（
複
数
回
答
）

　

全
校
で
、
自
転
車
が
３０
・
０
％

（
男
５２
・
７
、
女
１８
・
１
）、
車

（
送
迎
）
３６
・
０
％
（
男
３１
・

８
、
女
３８
・
１
）、「
国
際
高
校
線

バ
ス
」
４７
・
０
％
（
男
４０
・
４
、

女
５０
・
４
）、
路
線
バ
ス
１８
・
５

％
（
男
１３
・
９
、
女
２０
・
９
）、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
７
・
６
％

（
男
５
・
７
、
女
８
・
６
）、
電

車
１９
・
６
％
（
男
１７
・
６
、
女

２０
・
７
）、
徒
歩
８
・
７
％
（
男

１０
・
２
、
女
８
・
０
）
だ
っ
た
。

通
学
ル
ー
ト
の
ど
こ
か
で
、
国
際

高
校
線
な
ど
の
バ
ス
を
利
用
す
る

生
徒
が
大
多
数
お
り
、
全
校
生
徒

の
３
割
、
特
に
男
子
生
徒
の
半
数

以
上
が
自
転
車
を
利
用
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

Ｑ
２
．
今
、
通
学
時
に
困
っ
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

特
に
、
バ
ス
・
電
車
の
利
用
マ

ナ
ー
を
守
ら
な
い
人
が
い
る
、
バ

ス
が
混
ん
で
い
る
、
バ
ス
の
遅

延
、
バ
ス
の
本
数
が
少
な
い
な

ど
、
バ
ス
に
つ
い
て
の
悩
み
が
多

く
挙
げ
ら
れ
た
。
ど
の
よ
う
に
通

学
環
境
を
改
善
し
て
い
く
か
が
課

題
だ
。
バ
ス
マ
ナ
ー
な
ど
、
自
身

で
直
せ
る
こ
と
は
一
人
一
人
が
意

識
し
て
改
善
す
る
こ
と
で
、
気
持

ち
良
い
バ
ス
利
用
に
つ
な
が
る
。

Ｑ
３
．
自
転
車
で
違
反
行
為
を
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

全
校
で
「
あ
る
」
が
５
・
１
％

（
男
８
・
２
、
女
３
・
４
）。
１

年
生
は
６
・
４
％
（
男
１０
・
９
、

女
３
・
９
）
で
、
内
容
は
片
手
運

転
、
な
が
ら
ス
マ
ホ
、
並
走
、
ノ

ー
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
が
あ
っ
た
。

２
年
生
は
５
・
５
％
（
男
９
・

４
、
女
３
・
７
）。
夜
間
時
の
無

灯
火
、
イ
ヤ
ホ
ン
で
音
楽
を
聴
く

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。
３
年
生
は

３
・
１
％
（
男
３
・
８
、
女
２
・

７
）
で
、
電
話
し
な
が
ら
、
二
人

乗
り
な
ど
が
あ
っ
た
。
違
反
行
為

は
男
子
に
多
く
、
割
合
が
最
多
な

の
は
本
校
に
入
学
し
て
日
も
浅
い

１
年
生
だ
っ
た
が
、
学
年
が
上
が

る
に
つ
れ
て
危
険
を
身
を
も
っ
て

感
じ
た
り
、
違
反
行
為
で
あ
る
こ

と
が
認
識
さ
れ
た
り
し
て
、
少
な

く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
自
転
車

を
利
用
し
て
い
る
生
徒
は
、
よ
り

交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
る
必
要

が
あ
る
。

Ｑ
４
．
自
転
車
の
青
切
符
制
度
に

関
す
る
ク
イ
ズ

⑴　

自
転
車
で
歩
道
を
走
る
時
、

歩
行
者
が
い
な
け
れ
ば
ス
ピ
ー
ド

を
出
し
て
も
い
い
？

　

答
え
は
も
ち
ろ
ん
「
い
い
え
」

で
、
全
校
正
解
率
は
９１
・
０
％
だ

っ
た
。

⑵　

「
自
転
車
通
行
可
」
の
標
識

が
な
い
歩
道
を
走
っ
て
も
い
い
？

　

答
え
は
「
基
本
的
に
ダ
メ
」

で
、
８５
・
８
％
の
人
が
正
解
し
た

が
、
ど
ん
な
歩
道
を
走
っ
て
も
よ

い
と
考
え
て
い
る
人
が
１４
％
い
た
。

⑶　

「
止
ま
れ
」
の
標
識
の
場
所

に
車
が
来
て
な
か
っ
た
ら
、
徐
行

だ
け
で
Ｏ
Ｋ
か
、
一
時
停
止
が
必

要
か
？

　

答
え
は
当
然
、
一
時
停
止
。
正

解
率
は
９６
・
１
％
だ
っ
た
。

⑷　
夜
、街
灯
が
明
る
い
道
な
ら
ラ

イ
ト
を
つ
け
な
く
て
も
大
丈
夫
？

　

答
え
は
「
ダ
メ
」。
９６
・
１
％

が
正
解
だ
っ
た
。

⑸　

自
転
車
を
降
り
て
押
し
て
い

る
時
は
、
交
通
ル
ー
ル
上
は
何
扱

い
？

　

「
自
転
車
（
車
両
）」
を
選
ん

だ
人
が
２５
・
１
％
、「
歩
行
者
」

は
７４
・
６
％
だ
っ
た
。
正
解
は

「
歩
行
者
」
だ
。
自
転
車
は
ど
ん

な
時
も
車
両
扱
い
だ
と
思
い
込
ん

で
い
る
人
が
一
定
数
い
る
よ
う
だ
。

⑹　
警
察
官
に
違
反
を
指
摘
さ
れ
、

青
切
符
を
切
ら
れ
て
反
則
金
を
支

払
う
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
反
則
金

は
い
つ
払
う
？

　

「
そ
の
場
で
支
払
う
」
が
２３
・

０
％
、「
納
付
書
で
後
日
支
払
う
」

は
７６
・
４
％
。
正
解
は
「
納
付
書

で
後
日
支
払
う
」。
全
国
的
に
こ

の
詐
欺
の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ

て
い
る
が
、
間
違
っ
た
人
は
引
っ

か
か
っ
て
し
ま
い
そ
う
だ
。

　

こ
の
結
果
よ
り
、
多
く
の
生
徒

が
青
切
符
制
度
に
関
す
る
基
本
的

な
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
一
方

で
、
一
部
の
内
容
に
つ
い
て
は
理

解
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、
制
度
の
周
知

を
さ
ら
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。�

【
閔
璱
基
】

①Bistro 

ふ
ら
い
ぱ
ん
の
近
く

　

「
呉
羽
い
き
い
き
バ
ス
」
も
通

る
こ
こ
は
、
付
近
に
あ
る
商
業
施

設
や
バ
イ
パ
ス
の
信
号
の
影
響
で

と
て
も
交
通
量
が
多
い
。
し
か

し
、
こ
こ
に
横
断
歩
道
や
信
号
が

な
い
た
め
自
転
車
や
歩
行
者
が
渡

る
の
は
非
常
に
危
険
だ
。

②
学
校
近
く
、ま
っ
す
ぐ
前
に
大
阪

歩
道
の
広
さ
な
ど
は
大
き
く
変
わ

っ
て
お
ら
ず
、
現
在
も
安
全
確
認

が
必
要
な
場
所
だ
。
通
る
際
は
信

号
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
左
右
を

し
っ
か
り
確
認
し
て
周
囲
に
気
を

つ
け
る
こ
と
が
重
要
だ
。

⑥
学
校
近
く
の
横
断
歩
道
が
あ
る

場
所

　

こ
の
場
所
は
歩
道
が
狭
く
、
歩

屋
シ
ョ
ッ
プ
が
見
え
る
と
こ
ろ

　

近
く
の
家
の
塀
が
高
い
た
め
、

横
か
ら
出
て
く
る
車
な
ど
が
確
認

し
に
く
い
。
７
年
前
は
ミ
ラ
ー
が

設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ

が
、
今
は
交
差
点
の
四
つ
の
端
全

て
に
ミ
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

③
ア
パ
ー
ト
「
パ
ー
ル
ハ
ウ
ス
」

の
近
く

行
者
や
自
転
車
と
車
の
距
離
が
近

い
た
め
、
注
意
が
必
要
な
道
路

だ
。
特
に
自
転
車
が
ス
ピ
ー
ド
を

出
し
て
通
る
と
、
歩
行
者
と
の
接

触
や
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
が
あ

る
。
安
全
に
通
行
す
る
に
は
自
転

車
は
速
度
を
落
と
し
、
歩
行
者
は

周
囲
の
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が

必
要
だ
。

　

こ
の
場
所
は
塀
が
高
く
、
周
囲

の
状
況
を
確
認
し
に
く
い
。
特
に

塀
の
影
か
ら
車
や
自
転
車
が
来
て

い
て
も
気
づ
か
な
い
可
能
性
が
あ

る
。
安
全
に
通
る
た
め
に
は
、
曲

が
る
前
や
道
路
に
出
る
前
に
一
度

止
ま
り
、
左
右
を
し
っ
か
り
確
認

す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

④
自
動
車
専
門
学
校
の
近
く

⑦
み
ど
り
野
幼
稚
園
の
駐
車
場
に

面
し
て
い
る
歩
道
の
な
い
道
路

　

こ
の
道
は
歩
道
が
整
備
さ
れ
て

お
ら
ず
、
歩
行
者
が
車
の
近
く
を

通
る
必
要
が
あ
る
た
め
危
険
だ
。

車
と
の
距
離
が
近
く
、
特
に
車
の

通
行
が
多
い
時
間
帯
や
自
転
車
で

通
る
際
は
注
意
が
必
要
だ
。

⑧
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
続
く
小

　

県
道
４４
号
線
（
旧
８
号
線
）
は

交
通
量
も
多
い
が
、
信
号
無
視
を

す
る
車
も
い
る
の
で
注
意
し
て
い

て
も
危
険
。

⑤
富
山
短
期
大
学
前
バ
ス
停
の
近
く

　

こ
の
場
所
は
交
通
量
の
多
い
交

差
点
で
、
歩
道
も
あ
ま
り
広
く
な

い
た
め
、
歩
行
者
や
自
転
車
も
注

意
が
必
要
だ
。
７
年
前
と
信
号
や

さ
な
路
地

　

こ
の
場
所
は
、
建
物
や
塀
に
よ

っ
て
左
右
の
見
通
し
が
悪
く
、
車

や
自
転
車
に
気
づ
き
に
く
く
危
険

だ
。
ま
た
、
歩
道
も
な
く
車
と
歩

行
者
の
距
離
が
近
く
な
り
や
す
い

た
め
、
接
触
事
故
が
起
こ
る
可
能

性
が
あ
る
。

【
古
川
優
香
、
西
森
麻
葉
】

国際生の通学マナーを斬る続・
特集1

北陸新幹線

８

７ ６

４
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　毎日、県内の広い範囲から９００人以上の生徒が通学し てくる国際高。多くが利用している自転車で今、「自
損事故」が増えているという。今年 ４月から自転車の 「青切符制度」も始まり、ルールを守って安全に通学
することが求められている。また、もっと多くの生徒が 利用するバスで、乗車マナーが良くない生徒がいると
の声も耳にする。安全で快適な通学環境を実現するため に、私たちにできることを考えていきたい。

通学マナーチェック
by新聞部

　最近の国際生の通学マナ
ーはどうなのか？　新聞部
では部員を総動員し、自転
車とバスの乗り方の実態を
徹底調査した。加えて、学
校のご近所の方は国際生の
マナーをどう見ているの
か、インタビューしてみた。

自
転
車
下
校
時
に
違
反
増
加

下
校
時
に
違
反
増
加

女
子
女
子  

ヘ
ル
メ
ッ
ト

ヘ
ル
メ
ッ
ト

!?!?
００ゼ

ロ
ゼ
ロ

３３
日
間
で
違
反
者
続
　々
　
　
　

日
間
で
違
反
者
続
　々
　
　
　

国
際
生
の
安
全
意
識
は
年
々
低
下

国
際
生
の
安
全
意
識
は
年
々
低
下
？？

公
共
の
乗
り
物
と
い
う
意
識
を

公
共
の
乗
り
物
と
い
う
意
識
を

１２６７

８ ５ ３ ４

【
登
校
時
】

▽
６
月
３
日
㈬　

雨

イ
ヤ
ホ
ン
・
男
２
、
傘
さ
し
運

転
・
女
３
、
並
走
・
男
４
、
片
手

運
転
・
男
３

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い
た

生
徒
は
わ
ず
か
男
子
２
人
だ
っ
た
。

校
門
前
の
歩
道
を
併
走
し
て
帰
る
男
子
生
徒

▽
６
月
４
日
㈭　

曇
り

イ
ヤ
ホ
ン
・
男
１１
女
４
、
並
走
・

男
１６
、
片
手
運
転
・
男
３
女
１

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
者
は
１１
人

（
男
１０
女
１
）。
こ
の
日
は
違
反

行
為
が
全
体
的
に
多
く
見
ら
れ
た
。

▽
６
月
５
日
㈮　

晴
れ

イ
ヤ
ホ
ン
・
男
６
女
２
、
並
走
・

男
６
女
３
、
片
手
運
転
・
男
１

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
者
は
１７
人

（
男
１６
女
１
）
で
、
３
日
間
で
最

も
多
か
っ
た
。

【
下
校
時
】

▽
６
月
４
日
㈭　

曇
り

イ
ヤ
ホ
ン
・
男
１
、
ス
マ
ホ
・
男

４
、
片
手
運
転
・
男
９

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
者
は
男
子
１

人
の
み
。
特
に
片
手
運
転
が
多

く
、
周
囲
へ
の
注
意
が
散
漫
に
な

り
や
す
い
た
め
危
険
だ
。

　

こ
の
日
、
見
ら
れ
た
多
く
の
違

反
者
は
１
人
で
帰
宅
す
る
生
徒
。

放
課
後
で
先
生
に
見
ら
れ
な
い
と

思
っ
た
の
か
、
イ
ヤ
ホ
ン
着
用
や

片
手
運
転
を
行
う
生
徒
は
駐
輪
場

か
ら
出
る
時
か
ら
見
ら
れ
た
。

▽
６
月
５
日
㈮　

曇
り

ス
マ
ホ
・
男
２
、
並
走
・
男
２
、

片
手
運
転
・
男
５

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
は
男
女
各
１

人
。「
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
」

や
「
ハ
ン
ド
ル
の
持
ち
方
が
不
安

定
な
走
行
」
も
見
ら
れ
た
。
い
ず

れ
も
、
事
故
に
つ
な
が
る
お
そ
れ

が
あ
る
。

　

併
走
運
転
は
、
校
門
を
抜
け
て

広
い
道
に
出
た
と
こ
ろ
で
、
友
達

と
会
話
を
し
な
が
ら
県
道
４４
号
線

（
旧
８
号
線
）の
方
向
へ
向
か
っ
て

い
た
。
車
道
で
並
走
運
転
を
行
っ

て
い
た
場
合
、
車
と
の
接
触
事
故

が
起
こ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

▽
６
月
８
日
㈪　

雨

イ
ヤ
ホ
ン
・
男
１
、
ス
マ
ホ
・
男

１
、
片
手
運
転
・
男
１

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
者
は
女
子
１

人
だ
け
だ
っ
た
。
雨
天
の
た
め
全

体
の
自
転
車
通
行
量
は
少
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
悪
天
候
時

は
視
界
が
悪
く
な
る
た
め
、
よ
り

安
全
な
運
転
が
求
め
ら
れ
る
。

　

３
日
間
で
計
９１
人
（
登
校
時
６５

人
、
下
校
時
２６
人
）
が
違
反
し
て

い
た
。
同
様
の
調
査
は
、
新
聞
部

が
２
０
１
２
年
、
２
０
１
９
年
と

７
年
ご
と
に
行
っ
て
い
る
が
、
３

日
間
の
違
反
者
数
は
２
０
１
２
年

が
２８
人
、
２
０
１
９
年
が
４８
人
、

ホ
」
が
下
校
時
に
計
７
人
も
い
た

（
登
校
時
は
ゼ
ロ
）。
そ
の
人
達

は
、
特
に
危
険
性
が
高
い
と
さ
れ

る
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」（
携
帯
電

話
使
用
等
・
保
持
）
は
こ
の
４
月

か
ら
、
警
察
官
の
取
り
締
ま
り
を

受
け
る
と
警
告
を
経
ず
に
青
切
符

が
即
刻
交
付
さ
れ
、
１
万
２
千
円

の
反
則
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
知
ら
な
い
の
だ
ろ

う
か
。

　

本
校
に
バ
ス
で
通
学
す
る
に

は
、
富
山
地
鉄
の
路
線
バ
ス
（
富

山
駅
・
小
杉
駅
か
ら
「
富
山
短
大

行
」、
新
湊
か
ら
「
小
杉
経
由
富

山
駅
行
」）
を
利
用
す
る
方
法

と
、
本
校
が
富
山
地
鉄
に
運
行
を

委
託
し
て
い
る
「
国
際
高
校
線
」

ル
ー
ト
バ
ス
（
高
岡
、
八
尾
、
杉

原
、
大
沢
野
、
南
富
山
、
東
富
山

の
６
ル
ー
ト
）
を
利
用
す
る
方
法

が
あ
る
。
ま
た
、「
呉
羽
い
き
い

き
バ
ス
」（
長
岡
・
寒
江
ル
ー
ト
）

や
、「
射
水
き
と
き
と
バ
ス
」（
新

湊
・
呉
羽
駅
線
）
の
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
も
で

き
る
。

　

新
聞
部
員
が
全
て
の
バ
ス
に
乗

車
し
て
調
査
し
た
わ
け
で
は
な
い

が
、
数
日
間
に
わ
た
っ
て
調
査
し

た
結
果
、
特
に
問
題
の
多
か
っ
た

ル
ー
ト
・
路
線
を
挙
げ
る
。

▽
国
際
高
校
線
・
高
岡
ル
ー
ト

　

毎
朝
の
登
校
時
、
新
高
岡
駅
を

出
発
し
て
か
ら
初
め
の
方
は
落
ち

着
い
て
い
る
が
、
小
杉
駅
や
本
校

に
近
づ
く
に
つ
れ
車
内
が
混
雑
し

始
め
、
奥
に
詰
め
ら
れ
る
の
に
詰

め
な
い
、
耳
に
つ
け
た
イ
ヤ
ホ
ン

そ
し
て
今
回
が
９１
人
と
、
倍
々
に

増
え
て
い
る
。
国
際
生
の
安
全
運

転
へ
の
意
識
は
年
々
、
低
く
な
っ

て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

前
回
同
様
、
信
号
無
視
や
二
人

乗
り
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
前

回
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
「
な
が
ら
ス
マ

　

特
に
下
校
時
は
、
授
業
も
終
わ

り
時
間
に
も
余
裕
が
で
き
て
気
が

抜
け
る
の
か
、
違
反
が
増
え
る
の

は
以
前
か
ら
の
傾
向
の
よ
う
だ
。

　

ま
た
、
ち
ゃ
ん
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
を
し
て
い
る
人
が
計
３４
人

（
登
校
時
３０
、
下
校
時
４
）
だ
け

だ
っ
た
。
女
子
は
髪
型
を
気
に
し

て
い
る
の
か
、
着
用
し
て
い
る
人

は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
現
在
、
乗

車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
は
「
努
力

が
音
漏
れ
し
て
い
る
、
大
声
で
会

話
を
す
る
、
通
路
で
座
り
込
む
、

座
席
を
占
領
し
た
り
相
席
を
頑
な

に
し
な
い
、
カ
バ
ン
を
持
っ
た
ま

ま
乗
車
す
る
な
ど
、
マ
ナ
ー
の
悪

い
生
徒
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
ま
た
、
下
校
時
は
、
特
に
学

校
か
ら
乗
車
す
る
生
徒
が
多
い
た

め
バ
ス
の
奥
に
詰
め
な
い
と
い
け

な
い
が
、
詰
め
よ
う
と
し
な
い
た

め
出
発
時
刻
が
ギ
リ
ギ
リ
に
な
っ

た
り
遅
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
る
よ
う
だ
。

▽
国
際
高
校
線
・
南
富
山
ル
ー
ト

　

毎
朝
の
登
校
時
、
イ
ヤ
ホ
ン
か

ら
音
漏
れ
し
て
い
る
生
徒
が
１
人

い
る
。
車
内
が
混
雑
し
て
い
る
時

に
奥
に
詰
め
な
い
生
徒
も
見
ら
れ

た
。
６
月
９
日
の
下
校
時
、
５
人

義
務
」
だ
が
、「
自
分
の
未
来
」

が
大
切
な
人
は
、
着
用
し
な
い
と

い
う
選
択
肢
は
な
い
。

　

友
達
も
イ
ヤ
ホ
ン
を
し
て
い
る

か
ら
、
並
走
し
て
い
る
か
ら
、
と

周
り
に
流
さ
れ
る
と
事
故
に
遭
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の

際
、
自
分
だ
け
で
な
く
、
友
達
の

通
行
マ
ナ
ー
も
見
直
し
て
み
て
ほ

し
い
。　
　
　
　
　

【
西
遥
香
】

ほ
ど
の
生
徒
が
車
内
で
大
声
で
話

し
て
い
る
姿
が
確
認
さ
れ
た
。
他

に
も
、
登
下
校
時
と
も
に
カ
バ
ン

で
座
席
を
占
領
す
る
生
徒
が
３
人

ほ
ど
い
た
。

▽
富
山
短
期
大
学
発
富
山
駅
行
き

（
下
校
時
）

　

相
席
を
し
な
い
生
徒
や
、
運
転

手
さ
ん
の
「
も
う
少
し
詰
め
て
く

だ
さ
い
」
と
い
う
指
示
が
聞
こ
え

な
い
の
か
、
従
わ
な
い
生
徒
が
見

受
け
ら
れ
た
。
他
に
も
、
車
内
で

メ
イ
ク
を
す
る
女
子
生
徒
な
ど
も

見
ら
れ
た
。

▽
呉
羽
い
き
い
き
バ
ス

　

６
月
１０
日
の
下
校
時
、
相
席
を

し
な
い
生
徒
や
大
声
で
話
す
生

徒
、
香
水
の
匂
い
が
強
い
女
子
生

徒
な
ど
が
見
ら
れ
た
。

バ
ス
ル
ー
ト
に
よ
っ
て

ル
ー
ト
に
よ
っ
て

目
立
つ
マ
ナ
ー
違
反

目
立
つ
マ
ナ
ー
違
反

「
危
な
い
思
い
を
し
た
こ
と
が
あ
る
」

「
危
な
い
思
い
を
し
た
こ
と
が
あ
る
」

地
域
住
民
に
聞
く
国
際
生
の
マ
ナ
ー

地
域
住
民
に
聞
く
国
際
生
の
マ
ナ
ー

　

学
校
ま
で
自
転
車
を
使
っ
て
通
学
し
て
い
る
生
徒
（
途
中
の
駅
な
ど
か
ら
も
含
む
）
は
、
今
年

度
の
「
通
学
調
査
」
に
よ
る
と
１
９
１
人
（
２１
・
１
％
）。

　

新
聞
部
で
は
６
月
３
～
８
日
の
期
間
、
登
校
時
（
８
時
～
８
時
３０
分
）
と
下
校
時
（
１５
時
３０
分

～
１６
時
）
に
そ
れ
ぞ
れ
３
日
間
に
わ
た
り
、
校
門
と
駐
輪
場
の
近
く
に
立
ち
、
国
際
生
の
自
転
車

の
乗
り
方
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
た
。
な
お
、
６
月
４
日
以
降
は
体
育
大
会
前
の
団
活
動
期
間
の
た

め
、
全
校
生
徒
の
放
課
時
間
は
同
じ
。

　

国
際
生
の
６３
・
８
％
が
通
学
に
利
用
し
て
い
る
バ
ス
（
今
年
度
の
「
通
学
調
査
」
よ
り
）。

普
段
か
ら
バ
ス
を
利
用
す
る
新
聞
部
員
が
６
月
上
旬
、
国
際
生
の
バ
ス
乗
車
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

実
地
調
査
し
た
。

帰
り
の
バ
ス
に
乗
り
込
む
生
徒
達
＝
本
校
前
庭

　

今
回
の
調
査
の
結
果
、
様
々
な

ル
ー
ト
バ
ス
や
路
線
バ
ス
で
乗
車

マ
ナ
ー
が
悪
い
生
徒
が
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
ル
ー
ト
に
よ
っ
て

は
、
リ
ュ
ッ
ク
を
後
ろ
に
背
負
っ

た
ま
ま
乗
る
人
が
多
く
、
中
に
詰

め
な
い
た
め
全
員
が
乗
れ
な
か
っ

た
り
、
車
内
が
窮
屈
に
な
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
だ
。
そ
の

他
に
も
座
席
を
荷
物
で
占
有
し
た

り
、
大
声
で
話
す
、
イ
ヤ
ホ
ン
の

音
漏
れ
な
ど
は
明
確
な
マ
ナ
ー
違

反
だ
。
ま
た
、
学
校
か
ら
出
て
し

ま
っ
て
は
校
則
と
し
て
規
制
す
る

の
は
難
し
い
が
、
バ
ス
は
公
共
の

乗
り
物
で
あ
る
た
め
、
車
内
で
メ

イ
ク
な
ど
を
す
る
こ
と
も
迷
惑
行

為
と
言
え
る
。

　

さ
ら
に
、
特
に
下
校
時
、
バ
ス

を
待
っ
て
い
る
時
に
地
面
に
座
り

込
ん
だ
り
、
列
を
抜
か
し
て
乗
り

込
む
人
も
い
る
よ
う
だ
。

　

こ
こ
で
断
っ
て
お
く
が
、
大
多

数
の
生
徒
は
き
ち
ん
と
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
乗
っ
て
い
る
の
も
事
実

だ
。
が
、
少
数
の
マ
ナ
ー
違
反
の

生
徒
が
い
る
せ
い
で
、
車
内
に
迷

惑
を
か
け
、
国
際
生
全
体
が
白
い

目
で
見
ら
れ
て
い
る
。

　

本
校
の
ル
ー
ト
バ
ス
は
ス
ク
ー

ル
バ
ス
で
は
な
く
、
一
般
の
方
も

乗
車
す
る
公
共
交
通
機
関
だ
。
全

体
的
に
、
バ
ス
の
乗
車
マ
ナ
ー
の

周
知
を
進
め
、
一
般
乗
客
や
生
徒

が
快
適
に
バ
ス
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
本
校
生
徒
の
課

題
だ
。�

【
森
山
泰
成
】

　

新
聞
部
で
は
、
２
０
１
９
年
の
調
査
時
と
比
べ
、
国
際
生
の
交
通
マ
ナ
ー
や
地
域
住
民
の
評
価

が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
知
る
た
め
、
７
年
ぶ
り
に
国
際
高
周
辺
の
住
民
の
方
に
聞
き
取
り

調
査
を
行
っ
た
。
調
査
に
は
６
人
の
方
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
う
ち
４
人
か
ら
交
通
マ
ナ

ー
に
つ
い
て
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
地
域
の
皆
様
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
聞
部
は
６
月
３
日
、
富
山
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
企
画
課
の
山
本
慎
悟
警
部
と
、

同
自
転
車
等
安
全
対
策
係
の
鍋
嶋
隼
人
巡
査
部
長
に
話
を
聞
い
た
。

分
か
り
や
す
く
答
え
る
県
警
本
部
の
山
本
さ
ん
（
右
）
と
鍋
嶋
さ
ん

県
警
が
配
布
し
て
い
る
「
青
切
符
制
度
」
啓
発
の
チ
ラ
シ

青
切
符
制
度
ス
タ
ー
ト 

自
転
車
事
故
防
止
へ

県
警
に
聞
く

県
警
に
聞
く

高
校
生
に
求
め
ら
れ
る
安
全
意
識

高
校
生
に
求
め
ら
れ
る
安
全
意
識

反
則
金
で
責
任
を
明
確
化

反
則
金
で
責
任
を
明
確
化

高
校
生
は
「

高
校
生
は
「
６６
月
」
に
注
意
！

月
」
に
注
意
！

命
を
守
る「
自
転
車
安
全
利
用
五
則
」

命
を
守
る「
自
転
車
安
全
利
用
五
則
」

　

ま
ず
、
青
切
符
制
度
が
導
入
さ

れ
た
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
効

果
・
変
化
が
期
待
さ
れ
る
か
に
つ

い
て
聞
い
た
。
青
切
符
制
度
が
導

入
さ
れ
る
前
は
、
自
転
車
の
違
反

に
対
し
て
は
重
大
な
場
合
に
「
赤

切
符
」
が
交
付
さ
れ
、
刑
事
手
続

き
や
裁
判
の
対
象
と
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
検
察
庁

へ
送
致
さ
れ
て
も
裁
判
に
か
け
ら

れ
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
、
多
く
が

処
分
さ
れ
な
い
ま
ま
終
わ
っ
て
い

た
。
そ
の
た
め
、
違
反
者
に
対
す

る
責
任
追
及
が
十
分
に
行
わ
れ

ず
、
自
転
車
利
用
者
の
ル
ー
ル
遵

守
に
つ
な
が
り
に
く
い
と
い
う
課

題
が
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
た

め
に
導
入
さ
れ
た
の
が
青
切
符
制

度
だ
。
１６
歳
以
上
を
対
象
に
、
車

や
原
付
と
同
様
に
反
則
金
を
科
す

こ
と
で
、
違
反
行
為
に
対
す
る
責

任
を
明
確
に
し
、
自
転
車
利
用
者

の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
を
促
す
ね
ら

い
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
処
分
に
至

ら
な
か
っ
た
違
反
者
に
対
し
て

も
、
金
銭
的
な
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
通

し
て
反
省
を
促
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
手
続
き
の
簡
略
化
も
大

き
な
特
徴
だ
。
赤
切
符
の
場
合
は

警
察
署
へ
の
呼
び
出
し
や
取
り
調

べ
、
捜
査
な
ど
が
必
要
と
な
り
、

大
き
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
た
。

一
方
、
青
切
符
で
は
違
反
時
に
そ

の
場
で
納
付
書
を
渡
さ
れ
、
違
反

者
は
銀
行
や
郵
便
局
で
反
則
金
を

納
付
す
れ
ば
手
続
き
が
完
了
す

る
。
こ
の
た
め
、
警
察
の
事
務
負

担
の
軽
減
と
迅
速
な
違
反
処
理
が

可
能
に
な
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

富
山
県
内
で
は
４
月
中
に
１６
件

の
青
切
符
が
交
付
さ
れ
た
。
内
訳

は
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
が
１５
件
、

「
一
時
不
停
止
」
が
１
件
だ
っ

た
。
た
だ
し
、
青
切
符
は
直
ち
に

交
付
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
多

く
の
場
合
は
ま
ず
指
導
・
警
告
が

行
わ
れ
る
。
警
告
を
受
け
て
も
改

善
さ
れ
な
い
場
合
に
青
切
符
の
対

象
と
な
る
。
一
方
で
例
外
が
あ

り
、「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」、「
遮
断

踏
切
へ
の
立
ち
入
り
」、「
ブ
レ
ー

キ
の
な
い
ピ
ス
ト
バ
イ
ク
で
の
公

　

次
に
、
特
に
高
校
生
の
交
通
事

故
の
原
因
で
多
い
も
の
、
事
故
が

多
い
時
期
や
時
間
帯
に
つ
い
て
尋

ね
た
。
高
校
生
に
限
ら
ず
自
転
車

利
用
者
の
交
通
事
故
で
最
も
多
い

の
が
、
交
差
点
で
発
生
す
る
も
の

だ
と
い
う
。
特
に
、
自
転
車
側
の

一
時
不
停
止
や
安
全
確
認
不
足
が

原
因
と
な
り
、
自
動
車
と
衝
突
す

る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
事
故
が
発
生

し
た
場
合
、
車
よ
り
も
自
転
車
側

が
大
き
な
け
が
を
負
う
危
険
性
が

高
い
た
め
、
交
差
点
で
は
十
分
な

安
全
確
認
が
求
め
ら
れ
る
。
事
故

道
走
行
」
の
３
つ
に
つ
い
て
は
特

に
危
険
性
が
高
い
と
さ
れ
、
警
告

を
経
ず
に
青
切
符
が
交
付
さ
れ
る
。

が
多
く
発
生
す
る
時
期
と
し
て

は
、
高
校
１
年
生
の
６
月
が
挙
げ

ら
れ
る
。
新
学
期
が
始
ま
っ
た
４

月
や
５
月
は
緊
張
感
を
持
っ
て
通

学
し
て
い
る
生
徒
が
多
い
が
、
学

校
生
活
や
通
学
路
に
慣
れ
て
く
る

６
月
頃
に
な
る
と
気
の
緩
み
が
生

じ
や
す
く
、
事
故
件
数
が
増
加
す

る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
事
故
が

発
生
し
や
す
い
時
間
帯
は
、
朝
の

通
学
・
通
勤
時
間
帯
で
あ
る
午
前

８
時
か
ら
１０
時
頃
と
、
下
校
・
退

勤
時
間
帯
で
あ
る
午
後
４
時
か
ら

６
時
頃
。
交
通
量
が
増
え
る
時
間

帯
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
急
い
で

移
動
し
よ
う
と
す
る
人
が
多
い
た

　

自
転
車
通
学
の
生
徒
た
ち
に
意

識
し
て
ほ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
聞

い
た
。
ま
ず
は
「
な
が
ら
ス
マ
ホ

の
厳
禁
」。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

操
作
し
な
が
ら
の
運
転
は
周
囲
へ

の
注
意
が
散
漫
に
な
り
、
重
大
な

事
故
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
高

い
。
青
切
符
制
度
で
は
即
時
取
り

締
ま
り
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、

特
に
注
意
が
必
要
だ
。
次
に
「
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
」。
こ
れ
は
努

力
義
務
と
な
っ
て
い
る
が
、
事
故

が
発
生
し
た
際
に
頭
部
を
守
る
大

き
な
役
割
を
果
た
す
。
頭
は
体
の

中
で
も
特
に
重
要
な
部
分
で
あ

り
、
重
傷
や
死
亡
事
故
に
つ
な
が

る
危
険
が
あ
る
ほ
か
、
一
命
を
取

り
留
め
て
も
後
遺
症
が
残
る
可
能

性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
自
分
の

命
を
守
る
た
め
に
も
積
極
的
に
着

め
、
注
意
力
が
低
下
し
事
故
に
つ

な
が
り
や
す
い
。

用
し
て
ほ
し
い
と
い
う
。
ま
た
、

事
故
が
起
き
た
際
の
対
応
に
も
注

意
が
必
要
だ
。
自
転
車
と
車
の
事

故
で
は
、
運
転
手
か
ら
「
大
丈
夫

で
す
か
」
と
聞
か
れ
、
と
っ
さ
に

「
大
丈
夫
で
す
」
と
答
え
て
そ
の

ま
ま
別
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
学
校
に
知
ら
れ
た
く
な
い
、

急
い
で
い
る
と
い
っ
た
理
由
が
背

景
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
必

ず
警
察
へ
連
絡
す
る
こ
と
が
大
切

だ
。
さ
ら
に
、
自
分
が
歩
行
者
な

ど
に
け
が
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
場

合
は
、
す
ぐ
に
１
１
９
番
通
報
を

行
い
、
警
察
や
学
校
へ
連
絡
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
か
ら

立
ち
去
る
と
、
ひ
き
逃
げ
と
し
て

処
罰
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
自

転
車
は
法
律
上
「
軽
車
両
」
に
分

類
さ
れ
、
利
用
者
に
は
車
の
運
転

者
と
同
様
に
大
き
な
責
任
が
伴

う
。
そ
れ
を
自
覚
し
て
運
転
す
る

こ
と
が
大
事
だ
。

　

最
後
に
、
自
転
車
を
利
用
す
る

際
に
は
「
自
転
車
安
全
利
用
五

則
」
を
意
識
し
て
ほ
し
い
と
話
し

た
。
具
体
的
に
は
、
①
車
道
が
原

則
、
左
側
を
通
行
。
歩
道
は
例

外
、
歩
行
者
を
優
先
②
交
差
点
で

は
信
号
と
一
時
停
止
を
守
っ
て
安

全
確
認
③
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

④
飲
酒
運
転
は
禁
止
⑤
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
用
の
５
点
。
一
人
一
人
が

ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
な
利
用
を

心
が
け
る
こ
と
が
事
故
防
止
に
つ

な
が
る
。�

【
閔
璱
基
】

　

本
校
の
自
転
車
通
学
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
、
生
徒
指
導
部

の
田
畑
先
生
に
話
を
聞
い
た
。

　

本
校
で
は
毎
年
４
月
の
年
度
初

め
に
、
生
徒
指
導
部
の
先
生
を
中

心
に
通
学
路
に
立
ち
、
自
転
車
通

学
の
状
況
を
調
査
し
て
い
る
。
近

年
、
生
徒
の
交
通
安
全
意
識
は
向

上
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
一
方

で
、
依
然
と
し
て
事
故
や
交
通
違

反
は
発
生
し
て
お
り
、
注
意
が
必

要
な
状
況
が
続
い
て
い
る
と
い
う
。

　

現
在
、
生
徒
に
よ
く
見
ら
れ
る

交
通
違
反
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
並
走
運
転
や
イ
ヤ
ホ
ン
を
着

用
し
た
ま
ま
の
運
転
が
多
い
と
話

し
た
。
こ
れ
ら
の
行
為
は
、
歩
行

者
や
自
動
車
と
の
接
触
事
故
に
つ

な
が
る
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
音

が
聞
こ
え
に
く
く
な
る
た
め
危
険

だ
。
特
に
住
宅
街
で
の
並
走
運
転

に
つ
い
て
は
、
近
隣
住
民
か
ら
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
と

い
う
。

　

ま
た
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ

も
よ
く
見
ら
れ
る
と
い
う
。
始
業

時
間
が
迫
り
、
遅
刻
を
避
け
よ
う

と
し
て
速
度
を
上
げ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
一
時
停
止
を
怠
っ

た
り
、
視
野
が
狭
く
な
っ
て
周
囲

の
状
況
を
把
握
し
に
く
く
な
っ
た

り
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
接
触
事
故

に
つ
な
が
る
危
険
も
あ
る
た
め
、時

目
立
つ「
並
走
」「
イ

目
立
つ「
並
走
」「
イ

ヤ
ホ
ン
」「
遅
刻
前

ヤ
ホ
ン
」「
遅
刻
前

の
ス
ピ
ー
ド
超
過
」

の
ス
ピ
ー
ド
超
過
」

学
校
周
辺
の

学
校
周
辺
の

危
険
箇
所
の
変
化

危
険
箇
所
の
変
化

注
意
を
呼
び
か
け
る
田
畑
先
生

　

学
校
周
辺
の
危
険
箇
所
の
変
化

に
つ
い
て
も
聞
い
た
。
７
年
前
に

作
成
さ
れ
た
危
険
箇
所
マ
ッ
プ
と

現
在
の
状
況
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

呉
羽
駅
北
口
の
道
路
が
整
備
さ
れ

て
以
降
、
高
架
下
の
店
舗
が
並
ぶ

道
路
が
新
た
な
危
険
箇
所
と
な
っ

て
い
る
と
い
う
。
信
号
機
や
横
断

歩
道
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
道
路
を
そ
の
ま
ま
横
断
し
た

り
直
進
し
た
り
す
る
生
徒
が
見
受

け
ら
れ
る
と
の
こ
と
だ
。
特
に
朝

の
時
間
帯
は
自
動
車
の
交
通
量
が

多
く
、
危
険
性
が
高
い
と
話
し
た
。

　

ま
た
、
道
路
交
通
法
の
改
正
に

よ
り
、
自
転
車
は
原
則
と
し
て
車

道
を
通
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
県
道
４４
号
線
も
危
険
な
場

所
の
一
つ
だ
と
い
う
。
自
転
車
が

安
全
に
走
行
で
き
る
十
分
な
幅
が

な
く
、
自
動
車
と
の
接
触
事
故
が

起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
十

分
な
注
意
が
必
要
だ
。

　

一
方
で
、
従
来
か
ら
危
険
と
さ

れ
て
い
る
場
所
に
つ
い
て
は
、
近

隣
の
住
宅
街
が
中
心
で
あ
り
、
大

き
な
変
化
は
な
い
と
い
う
。
見
通

し
の
悪
い
交
差
点
が
多
く
、
自
動

車
の
往
来
も
頻
繁
な
こ
と
か
ら
、

事
故
が
発
生
し
や
す
い
状
況
と
な

っ
て
い
る
。�

【
福
光
由
彩
】

一
人
一
人
の
意
識
と
行
動
の
積
み
重
ね
で

事
故
の
な
い
学
校
や
地
域
に

まとめ
　

国
際
生
の
通
学
時
の
自
転
車
利

用
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
の
方
々

に
聞
い
た
。
自
転
車
は
多
く
の
生

徒
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
通
学
手

段
で
あ
る
一
方
、
運
転
の
仕
方
に

よ
っ
て
は
事
故
に
つ
な
が
る
危
険

も
あ
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
自

転
車
マ
ナ
ー
に
関
す
る
改
善
を
求

め
る
意
見
が
あ
っ
た
一
方
で
、
以

前
と
比
べ
て
良
く
な
っ
て
い
る
と

い
う
声
も
あ
り
、
国
際
生
の
自
転

車
利
用
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　

危
険
な
運
転
と
し
て
多
く
挙
げ

ら
れ
た
の
は
、
交
通
ル
ー
ル
を
守

ら
な
い
行
動
だ
。
７０
代
女
性
か
ら

は
「
自
転
車
を
運
転
し
な
が
ら
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
し
て
い
る

生
徒
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
る
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。
運
転
中

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
使
用
は
周
囲

へ
の
注
意
が
散
漫
に
な
り
、
歩
行

者
や
自
動
車
と
の
接
触
事
故
に
つ

な
が
る
危
険
性
が
あ
る
。
今
年
４

月
以
降
、
自
転
車
運
転
中
に
ス
マ

ホ
を
手
に
持
っ
た
瞬
間
に
違
反
が

成
立
し
、
青
切
符
が
交
付
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
交
差
点
で
の
通
行
方
法

に
つ
い
て
も
心
配
す
る
意
見
が
あ

っ
た
。
７０
代
女
性
は
「
死
角
に
な

る
交
差
点
で
停
止
せ
ず
に
自
転
車

で
通
行
す
る
生
徒
が
い
る
た
め
、

車
を
運
転
し
て
い
る
人
が
ヒ
ヤ
ッ

と
し
て
い
た
」
と
話
し
た
。
さ
ら

に
３０
代
女
性
か
ら
は
「
小
学
生
の

登
校
時
間
と
重
な
っ
て
い
る
が
、

自
転
車
は
車
の
信
号
に
合
わ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
赤
信
号

で
も
通
っ
て
い
く
生
徒
が
い
て
危

な
い
思
い
を
し
た
こ
と
が
あ
る
」

と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
自
転

車
も
道
路
交
通
法
を
守
る
必
要
が

あ
り
、
信
号
無
視
や
一
時
停
止
違

反
は
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
る
。

　

一
方
で
、
マ
ナ
ー
の
向
上
を
感

じ
て
い
る
住
民
も
い
た
。
７０
代
女

性
は
「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て

い
な
い
生
徒
を
よ
く
見
る
」
と
話

す
一
方
で
、
別
の
７０
代
女
性
か
ら

は
「
男
女
と
も
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け

る
。
一
時
停
止
も
き
ち
ん
と
し
て

い
る
」
と
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

ま
た
、「
大
学
が
初
め
て
で
き
た

頃
は
マ
ナ
ー
が
悪
か
っ
た
が
、
今

の
国
際
高
校
生
は
と
て
も
マ
ナ
ー

が
良
い
と
思
う
」
と
、
生
徒
た
ち

の
姿
勢
を
評
価
す
る
声
も
あ
っ
た
。

　

今
回
の
調
査
を
通
し
て
、
自
転

車
マ
ナ
ー
に
対
す
る
地
域
住
民
の

見
方
は
一
様
で
は
な
い
こ
と
が
分

か
っ
た
。
し
か
し
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
見
な
が
ら
の
運
転
や
信
号

無
視
な
ど
、
国
際
生
の
危
険
な
行

動
を
目
撃
し
た
と
い
う
声
が
あ
っ

た
こ
と
も
事
実
だ
。
自
転
車
は
手

軽
で
便
利
な
乗
り
物
だ
が
、
一
歩

間
違
え
れ
ば
自
分
だ
け
で
な
く
周

囲
の
人
を
巻
き
込
む
事
故
に
つ
な

が
る
。
地
域
の
方
々
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
環
境
を
守
る
た
め
に

も
、
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
を
再
確
認
し
、
安
全
運
転

を
心
が
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
林
琴
葉
】

間
に
余
裕
を
持
っ
て
登
校
す
る
こ

と
を
心
が
け
て
ほ
し
い
と
話
し
た
。

安
全
意
識
の
徹
底
が
重
大
事
故
を
防
ぐ
鍵

安
全
意
識
の
徹
底
が
重
大
事
故
を
防
ぐ
鍵

生
徒
指
導
部　
田
畑
先
生
に
聞
く

生
徒
指
導
部　
田
畑
先
生
に
聞
く

　

今
年
４
月
か
ら
自
転
車
の
「
青

切
符
制
度
」
が
始
ま
り
、
交
通
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機

会
が
増
え
た
。
本
校
で
も
、
多
く

の
生
徒
が
自
転
車
や
バ
ス
な
ど

様
々
な
交
通
手
段
を
利
用
し
て
通

学
し
て
い
る
が
、
最
近
も
交
通
ル

ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
反
す
る
行
為
を

し
て
い
る
生
徒
が
見
ら
れ
る
と
い

う
声
が
聞
か
れ
る
。
そ
こ
で
新
聞

部
は
、
安
全
で
快
適
な
通
学
環
境

を
実
現
す
る
た
め
、
私
た
ち
に
何

が
で
き
る
の
か
を
探
る
べ
く
、
７

年
ぶ
り
に
こ
の
特
集
を
企
画
し
た
。

　

ま
ず
、
通
学
手
段
や
通
学
時
の

悩
み
、
さ
ら
に
青
切
符
制
度
に
関

す
る
知
識
を
試
す
た
め
、
全
校
生

徒
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
。
通
学
時
の
悩
み
で
は
、

「
バ
ス
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
生
徒

が
い
る
」
と
い
う
回
答
が
多
く
寄

せ
ら
れ
た
。
安
全
で
快
適
な
通
学

環
境
を
目
指
す
に
は
、
交
通
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
に
対
す
る
生
徒
の
意

識
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
青
切

符
制
度
に
関
す
る
ク
イ
ズ
で
は
多

く
の
問
題
で
正
答
率
が
高
く
、
ほ

と
ん
ど
の
生
徒
が
制
度
や
交
通
ル

ー
ル
に
つ
い
て
よ
く
理
解
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
ル
ー
ル
を
知
っ
て
い
る
だ

け
で
は
十
分
と
は
言
え
ず
、
実
際

の
行
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要

に
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、
新
聞
部
は
富
山
県
警
察
本
部

交
通
企
画
課
に
取
材
を
行
っ
た
。

取
材
で
は
青
切
符
制
度
の
概
要

や
、
自
転
車
通
学
を
す
る
生
徒
に

特
に
意
識
し
て
ほ
し
い
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た

が
、
中
で
も
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」

を
し
な
い
こ
と
や
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
強

調
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
自
分

自
身
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
人
々

の
命
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る

大
切
な
取
り
組
み
だ
。

　

本
校
生
徒
の
自
転
車
の
利
用
状

況
を
確
認
す
る
た
め
、
新
聞
部
は

校
門
や
駐
輪
場
付
近
で
３
日
間
に

わ
た
り
実
態
調
査
を
行
っ
た
。
こ

の
調
査
は
７
年
前
の
２
０
１
９
年

に
も
新
聞
部
の
先
輩
た
ち
が
実
施

し
て
お
り
、
前
回
と
比
べ
て
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
率
が
向
上
し
て
い

る
の
は
想
定
通
り
だ
っ
た
。
地
域

住
民
の
方
か
ら
も
「
男
女
と
も
に

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い
る
姿

を
よ
く
見
か
け
る
」
と
い
う
声
が

聞
か
れ
た
。
一
方
で
、
７
年
前
と

同
様
に
友
達
と
会
話
し
な
が
ら
の

並
走
や
、
イ
ヤ
ホ
ン
を
着
用
し
て

の
運
転
、
片
手
運
転
な
ど
の
危
険

な
行
為
も
依
然
と
し
て
見
ら
れ
た
。

　

交
通
ル
ー
ル
は
知
っ
て
い
る
だ

け
で
は
意
味
が
な
く
、
一
人
一
人

が
日
頃
か
ら
実
践
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。「
今
ま
で
事
故
に
遭
わ
な
か

っ
た
か
ら
大
丈
夫
」
と
油
断
す
る

の
で
は
な
く
、
常
に
周
囲
の
状
況

を
確
認
し
、
思
い
や
り
を
持
っ
て

行
動
す
る
こ
と
が
、
自
分
自
身
だ

け
で
な
く
周
囲
の
人
の
命
や
安
全

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　

私
た
ち
は
今
、
自
転
車
や
バ
ス

を
利
用
し
て
通
学
し
て
い
る
が
、

将
来
は
多
く
の
人
が
自
動
車
を
運

転
す
る
立
場
に
な
る
。
そ
の
時
に

安
全
な
運
転
が
で
き
る
よ
う
、
今

の
う
ち
か
ら
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ

ー
を
身
に
付
け
、
習
慣
に
し
て
い

く
こ
と
も
重
要
だ
。
安
全
な
通
学

環
境
は
一
人
だ
け
の
努
力
で
は
実

現
で
き
な
い
。
一
人
一
人
の
意
識

と
行
動
の
積
み
重
ね
が
、
事
故
の

な
い
学
校
や
地
域
に
つ
な
が
っ
て

い
く
。
安
全
を
最
優
先
に
考
え
た

行
動
を
心
が
け
、
互
い
に
助
け
合

う
社
会
を
築
い
て
い
こ
う
。

【
閔
璱
基
】

全校
女
（％）

男

３年
女
男

２年
女
男

１年
女
男

自転車 車（送迎） 国際高校線バス 路線バス コミュニティバス 電車 徒歩

18.118.1 38.138.1 50.450.4 20.920.9 8.68.6 20.720.7 88

52.752.7 31.831.8 40.440.4 13.913.9 5.75.7 17.617.6 10.210.2

15.415.4 4343 4343 21.521.5 7.47.4 15.415.4 3.43.4

48.848.8 4040 3535 12.512.5

3.83.8

1010 12.512.5

18.518.5 4343 40.740.7 25.925.9 7.47.4 2323 5.95.9

57.857.8 31.331.3 32.832.8 15.615.6 7.87.8 26.626.6 4.74.7

2020 30.630.6 63.963.9 16.716.7 10.610.6 23.323.3 13.313.3

52.552.5 25.725.7 49.549.5 13.913.9 5.95.9 17.817.8 11.911.9

Ｑ １．学校までの通学手段（複数回答）

は危険箇所
は自転車通行指定ルート
（生徒指導部による）

登・下校時の学校付近 危険・注意場所MAP

　【特集 １】【特集 １】　
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アテンション・アテンション・デトックスデトックス
のすすめのすすめ

国際生にも増国際生にも増 える「SNS疲れ」に…える「SNS疲れ」に…

「通知が鳴ると「通知が鳴ると
気になって仕方ない」を科学する気になって仕方ない」を科学する
富山国際大・大平先生（富山国際大・大平先生（臨床心理学臨床心理学

発達心理学発達心理学）に聞く）に聞く

国際生
アンケート

休
日
の
ス
マ
ホ「

休
日
の
ス
マ
ホ「
１０１０
時
間
以
上
」

時
間
以
上
」１２１２
％％

女
子
に
依
存
傾
向
あ
り

女
子
に
依
存
傾
向
あ
り

　

国
際
生
が
現
在
、
ど
の
よ
う
に
ス
マ
ホ
と
向
き
合
っ
て
い
る
か
調
査
す
る
た
め
、
５
月
末
、
全
校
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
。
有
効
回
答
数
は
７
２
０
人
（
男
２
４
６
、
女
４
７
４
）。
男
女
と
学
年
で
分
け
、
ど
の
よ
う
な
傾
向
が
見

ら
れ
る
の
か
を
調
べ
た
。

Ｑ
１
．
ス
マ
ホ
の
平
日
、
休
日
別

の
平
均
使
用
時
間
を
教
え
て
く
だ

さ
い

　

平
日
は
、
１
年
生
２４
・
８
％
、

２
年
生
２２
・
５
％
で
「
２
〜
３
時

間
」
が
最
多
だ
っ
た
。
一
方
、
３

年
生
は
「
３
〜
４
時
間
」
が
２４
・

９
％
で
最
多
。
受
験
期
で
あ
っ
て

も
ス
マ
ホ
が
手
放
せ
な
い
現
状
が

う
か
が
え
る
。

　

休
日
に
な
る
と
利
用
時
間
は
さ

ら
に
跳
ね
上
が
る
。
１
年
生
は

１７
・
０
％
、
３
年
生
は
１８
・
９
％

で
「
４
〜
５
時
間
」
と
い
う
回
答

が
最
多
だ
っ
た
。
２
年
生
は
１６
・

２
％
で
「
５
〜
６
時
間
」
が
最

多
。
全
校
平
均
で
は
、
１０
時
間
以

上
利
用
す
る
生
徒
は
１２
・
１
％

（
約
８
人
に
１
人
）
存
在
し
、
特

に
３
年
生
で
は
１７
・
５
％
で
約
６

人
に
１
人
だ
っ
た
。
男
女
別
で

は
、
男
子
が
５
・
８
％
に
対
し
て

女
子
は
８
・
９
％
が
１０
時
間
以
上

利
用
と
答
え
て
お
り
、
女
子
の
方

が
ス
マ
ホ
を
見
て
い
る
時
間
が
長

い
よ
う
だ
。

　

平
日
、
休
日
と
も
に
「
０
〜
１

時
間
」
と
答
え
た
人
が
い
ち
ば
ん

少
な
く
、
平
日
は
１６
人
、
休
日
は

７
人
の
み
だ
っ
た
。

Ｑ
２
．
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
に
遭
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？

　

全
校
で
「
は
い
」
が
５
・
３

％
、「
い
い
え
」
が
９１
・
４
％
だ

っ
た
。「
は
い
」
と
答
え
た
人
か

ら
は
、「
先
生
と
解
決
し
た
」「
未

だ
解
決
で
き
て
い
な
い
」
と
い
っ

た
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
男
女
別
に

み
る
と
「
は
い
」
は
男
子
１
・
２

％
に
対
し
女
子
７
・
５
％
で
、
Ｑ

１
の
結
果
も
踏
ま
え
る
と
女
子
の

方
が
ス
マ
ホ
を
利
用
し
て
い
る
時

間
が
長
い
こ
と
に
伴
い
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

ト
ラ
ブ
ル
に
も
比
較
的
遭
い
や
す

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

Ｑ
３
、
４
、
５
．
ス
マ
ホ
か
ら
意

図
的
に
距
離
を
置
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？　

ス
マ
ホ
か
ら
距
離

を
置
い
た
時
間
に
何
を
し
ま
し
た

か
？　

ス
マ
ホ
か
ら
距
離
を
置
い

た
ら
何
を
し
た
い
で
す
か
？

　

全
校
で
、「
距
離
を
置
い
た
こ

と
が
あ
る
」
が
４０
・
８
％
、「
な

い
」
が
５０
・
５
％
だ
っ
た
。
４
割

の
生
徒
は
、
日
頃
か
ら
ア
テ
ン
シ

ョ
ン
デ
ト
ッ
ク
ス
や
セ
ル
フ
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
心
が
け
て
い
る
よ
う

だ
。
距
離
を
置
い
た
こ
と
が
あ
る

人
は
、
そ
の
時
間
に
「
勉
強
」

「
散
歩
」「
運
動
」
な
ど
を
し
た

と
答
え
て
い
た
。
ま
た
、
距
離
を

置
い
た
こ
と
の
な
い
人
は
、
も
し

距
離
を
置
け
た
ら
「
勉
強
」、「
読

書
」、「
睡
眠
」、「
趣
味
」
に
時
間

を
割
い
て
み
た
い
と
い
う
回
答
が

多
く
見
ら
れ
た
。

Ｑ
６
．
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
い
て
、

精
神
的
ま
た
は
身
体
的
な
疲
労
を

感
じ
ま
す
か
？

　

全
校
で
２１
・
８
％
の
生
徒
が

「
ス
マ
ホ
疲
労
」
を
感
じ
て
い

た
。
特
に
１
年
生
が
２２
・
７
％
と

高
く
、
新
し
い
環
境
や
対
人
関
係

に
よ
り
疲
労
を
感
じ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
は
い
」
と

答
え
た
人
に
内
容
や
理
由
を
尋
ね

る
と
「
情
報
の
多
さ
に
疲
れ
る
」

「
辛
い
話
が
入
っ
て
き
た
」「
ネ

ッ
ト
や
現
実
の
人
間
関
係
」「
友

達
の
返
信
の
遅
さ
」「
イ
ラ
イ
ラ

す
る
」「
返
信
す
る
の
が
大
変
で

疲
れ
る
」「
物
事
が
自
分
の
思
う

よ
う
に
進
ま
な
い
」「
他
人
と
比

較
し
て
し
ま
う
」
と
い
っ
た
、
い

わ
ゆ
る
「
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
疲
れ
」

が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、

「
目
、
首
、
腰
、
頭
の
痛
み
」「
姿

勢
が
悪
く
な
っ
た
」
な
ど
の
身
体

的
な
症
状
を
挙
げ
る
人
も
い
た
。

Ｑ
７
．
ス
マ
ホ
が
原
因
で
学
習
効

率
が
下
が
っ
た
と
感
じ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
？

　

全
校
で
「
は
い
」
が
５５
・
１

％
、「
い
い
え
」
が
４４
・
７
％
だ

っ
た
。
半
数
以
上
の
生
徒
が
学
習

効
率
が
低
下
し
た
と
実
感
し
て
い

る
よ
う
だ
。
学
年
別
で
見
る
と
、

「
は
い
」
は
１
年
生
５６
・
４
％
、

２
年
生
５４
・
５
％
、
３
年
生
５３
・

９
％
と
な
っ
て
い
た
。

Ｑ
８
．
ス
マ
ホ
に
通
知
が
来
た
ら
、

す
ぐ
に
確
認
し
て
し
ま
い
ま
す

か
？

　

全
校
の
５４
・
８
％
が
「
通
知
を

す
ぐ
に
確
認
し
て
し
ま
う
」
と
回

答
し
た
。
こ
れ
は
Ｑ
７
で
「
学
習

効
率
が
下
が
っ
た
」
と
回
答
し
た

人
の
割
合
に
近
い
。
勉
強
中
で
あ

っ
て
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
連
絡
ツ
ー
ル
の

通
知
が
来
る
た
び
に
作
業
を
中
断

し
て
ス
マ
ホ
を
見
て
し
ま
う
。
す

な
わ
ち
マ
ル
チ
タ
ス
ク
状
態
に
な

っ
て
お
り
、
学
習
効
率
を
著
し
く

下
げ
て
い
る
原
因
の
本
質
な
の
で

は
な
い
か
。

Ｑ
９
．「
１
日
、
絶
対
に
ス
マ
ホ

を
触
ら
な
い
！
」
あ
な
た
は
耐
え

ら
れ
る
自
信
が
あ
り
ま
す
か
？

　

全
校
で
「
は
い
」
が
３６
・
７
％

に
対
し
て
「
い
い
え
」
は
６２
・
９

％
だ
っ
た
。
こ
の
質
問
で
注
目
す

べ
き
数
値
は
男
女
差
だ
。「
い
い

え
」
が
男
子
の
５３
・
５
％
に
対

し
、
女
子
は
６７
・
８
％
に
達
し

た
。
実
に
、
女
子
生
徒
の
約
７
割

が
「
ス
マ
ホ
な
し
で
は
耐
え
ら
れ

な
い
」
と
感
じ
て
い
る
。
Ｑ
１
の

結
果
で
も
、
利
用
時
間
が
女
子
の

方
が
比
較
的
に
長
い
こ
と
に
加

え
、
女
子
の
方
が
他
者
と
の
つ
な

が
り
や
友
人
間
で
の
同
調
圧
力
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
即
レ
ス
や
他
者
と
の

比
較
に
よ
る
承
認
欲
求
な
ど
か

ら
、
精
神
的
に
ス
マ
ホ
に
強
く
依

存
し
て
し
ま
う
状
況
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

【
田
川
と
わ
、
宗
友
大
地
】

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
情
報
収
集
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
欠
か
せ
な
い
ツ

ー
ル
と
な
っ
た
一
方
、
心
身
に
与

え
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

２
０
２
３
年
、
ア
メ
リ
カ
の
医
務

総
監
は
、
子
ど
も
や
青
少
年
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
対
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
影
響
を
「
公
衆
衛
生
上
の
緊
急

課
題
」
と
位
置
付
け
た
。

　

米
国
の
調
査
で
は
、
１３
〜
１７
歳

の
９５
％
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
、
１

日
の
平
均
利
用
時
間
は
３
・
５
時

間
に
達
す
る
。
特
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
日

に
３
時
間
以
上
利
用
す
る
青
少
年

は
、
う
つ
や
不
安
な
ど
の
精
神
的
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16.416.4

12.812.8

9.99.9
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1414

男
いいえ
76.4％
いいえ
76.4％

はい
23.6%
はい
23.6%

女
いいえ
77.3％
いいえ
77.3％

はい
22.7%
はい
22.7%

全校
いいえ
77％
いいえ
77％

はい
23%
はい
23%

男いいえ
54％
いいえ
54％

はい
46%
はい
46% 女いいえ

68％
いいえ
68％

はい
32%
はい
32%

全校いいえ
63％
いいえ
63％

はい
37%
はい
37%

国際高の有識者３人の先生に聞きました
心
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
見
逃
さ
な
い
た
め
に

心
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
見
逃
さ
な
い
た
め
に

公
認
心
理
師
・
山
崎
先
生

公
認
心
理
師
・
山
崎
先
生

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
ど
う
向
き
合
う
か
？

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
ど
う
向
き
合
う
か
？

「
負
の
ル
ー
プ
」を
断
ち
切
り
、健
や
か
な
距
離
感
を

「
負
の
ル
ー
プ
」を
断
ち
切
り
、健
や
か
な
距
離
感
を

日
本
デ
ジ
タ
ル
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
協
会
の
見
解

日
本
デ
ジ
タ
ル
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
協
会
の
見
解

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の
付
き
合
い
方

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の
付
き
合
い
方  

「
目
的
」を
重
視

「
目
的
」を
重
視

情
報
科
・
橋
本
先
生

情
報
科
・
橋
本
先
生

な
が
ら
ス
マ
ホ
の
弊
害

な
が
ら
ス
マ
ホ
の
弊
害

保
健
室
・
高
道
先
生

保
健
室
・
高
道
先
生

　

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
。
便
利
で
あ
る
一
方
、
依
存
や
ト
ラ
ブ
ル
の
リ
ス
ク
も
隣
り
合
わ
せ
だ
。
本
校
講
師
で

公
認
心
理
師
の
資
格
を
持
つ
山
崎
尚
子
先
生
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
健
全
に
向
き
合
う
た
め
の
対
策
や
、
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
聞
い
た
。

分
か
り
や
す
く
答
え
る
山
崎
先
生

熱
心
に
語
る
高
道
先
生

笑
顔
で
話
す
橋
本
先
生

Ｓ
Ｎ
Ｓ
依
存
が
招
く

Ｓ
Ｎ
Ｓ
依
存
が
招
く

「
自
分
を
見
失
う
」
リ
ス
ク

「
自
分
を
見
失
う
」
リ
ス
ク

１０１０
年
後
を
見
据
え
て

年
後
を
見
据
え
て

睡
眠
不
足
が
招
く
負
の
連
鎖

睡
眠
不
足
が
招
く
負
の
連
鎖

「
他
人
と
の
比
較
」が
招
く
精
神
的
影
響

「
他
人
と
の
比
較
」が
招
く
精
神
的
影
響

　

小
学
校
か
ら
高
校
、
さ
ら
に
は

刑
務
所
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
経

験
を
持
つ
山
崎
先
生
に
よ
る
と
、

１０
代
後
半
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
不

安
や
劣
等
感
を
抱
き
や
す
い
時
期

だ
と
い
う
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
過
度
な
利

用
は
、
自
ら
考
え
判
断
す
る
機
会

を
奪
い
、
自
己
肯
定
感
や
責
任
感

の
低
下
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。
深

刻
な
場
合
、
う
つ
や
パ
ニ
ッ
ク
と

い
っ
た
精
神
的
な
不
調
に
発
展
す

る
こ
と
も
あ
る
、
と
先
生
は
警
鐘

　

高
道
先
生
は
、
ス
マ
ホ
を
操
作

し
な
が
ら
の
会
話
や
学
習
に
つ
い

て
「
目
の
前
の
内
容
を
理
解
で
き

な
く
な
る
リ
ス
ク
が
あ
る
」
と
指

摘
す
る
。
ス
マ
ホ
に
意
識
が
分
散

す
る
こ
と
で
、
本
来
享
受
で
き
る

は
ず
の
「
実
り
あ
る
時
間
」
が
損

な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

ス
マ
ホ
に
よ
る
健
康
被
害
は
、

生
活
習
慣
の
乱
れ
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
近
距
離
で
の
長
時
間
利
用
に

よ
り
、
目
が
内
側
に
寄
っ
た
ま
ま

戻
ら
な
く
な
る
「
ス
マ
ホ
急
性
内

斜
視
」
の
症
例
が
増
加
し
て
い
る

と
い
う
。

　

こ
の
症
状
が
進
行
す
る
と
、
物

が
二
重
に
見
え
る
「
複
視
」
や
、

立
体
的
な
距
離
感
が
つ
か
め
な
く

な
る
な
ど
の
影
響
が
生
じ
る
。
本

校
の
昨
年
度
調
査
に
よ
る
と
、
生

徒
の
半
数
近
く
が
矯
正
器
具
を
使

用
し
て
い
る
と
い
う
現
状
も
あ

り
、
深
刻
な
懸
念
材
料
と
な
っ
て

　

特
に
夜
間
の
利
用
は
、
睡
眠
時

間
の
短
縮
を
通
じ
て
精
神
的
な
不

安
定
さ
や
イ
ラ
イ
ラ
を
誘
発
す

る
。
高
道
先
生
は
、
使
用
時
間
は

１
日
２
時
間
程
度
を
目
安
と
し
、

就
寝
の
１
時
間
前
に
は
操
作
を
終

了
す
る
よ
う
強
く
推
奨
す
る
。

　

も
し
睡
眠
に
支
障
が
出
た
場
合

は
、
カ
フ
ェ
イ
ン
を
避
け
た
温
か

い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
症
状
が
続
く

場
合
は
速
や
か
に
眼
科
医
の
診
断

を
受
け
る
こ
と
が
肝
要
だ
。

　

専
門
家
が
推
奨
す
る
対
策
は
以

下
の
通
り
。

▽
物
理
的
距
離
の
確
保
：
ス
マ
ホ

は
目
か
ら
３０
㌢
以
上
離
し
て
使
用

す
る
こ
と
。

い
飲
み
物
や
、
入
浴
に
よ
る
リ
ラ

ッ
ク
ス
効
果
が
有
効
だ
。
ま
た
、

肩
甲
骨
周
り
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行

う
こ
と
で
、
長
時
間
利
用
に
よ
る

首
・
肩
の
コ
リ
を
解
消
し
、
気
分

転
換
を
図
る
こ
と
も
推
奨
さ
れ
る
。

　

「
ス
マ
ホ
の
使
用
自
体
が
悪
な

の
で
は
な
い
。
振
り
回
さ
れ
ず
、

自
分
が
主
導
権
を
持
つ
こ
と
が
大

切
」
と
高
道
先
生
は
強
調
す
る
。

　

「
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
・
デ
ト
ッ
ク

ス
」
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス

を
完
全
に
遮
断
す
る
こ
と
で
は
な

く
、
奪
わ
れ
た
注
意
力
を
自
身
の

手
元
へ
取
り
戻
す
た
め
の
試
み
だ
。

友
人
や
家
族
と
向
き
合
う
時
間
に

は
意
図
的
に
ス
マ
ホ
か
ら
離
れ
、

目
の
前
の
人
間
関
係
に
集
中
す
る

姿
勢
が
、
日
常
を
豊
か
に
す
る
鍵

と
な
り
そ
う
だ
。�

【
黒
田
莉
立
】

▽
２０
―
２０
―
２０
ル
ー
ル
：
２０
分
画

面
を
見
た
ら
、
２０
フ
ィ
ー
ト
（
約

６
メ
ー
ト
ル
）
先
を
２０
秒
間
眺
め

て
目
を
休
め
る
こ
と
。

▽
補
助
ツ
ー
ル
の
利
用
：
端
末
の

「
画
面
と
の
距
離
」
通
知
機
能
な

ど
を
活
用
し
、
視
距
離
を
意
識
す

る
こ
と
。

ど
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
整
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
山
崎
先
生
は
「
他

県
に
比
べ
、
富
山
で
は
人
に
相
談

す
る
こ
と
へ
の
心
理
的
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
よ
う
に
感
じ
る
」
と
話
す
。

　

家
族
以
外
に
は
悩
み
を
打
ち
明

け
ら
れ
ず
、
一
人
で
抱
え
込
ん
で

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
に
よ
る
心
身
の
サ

イ
ン
は
、
睡
眠
や
食
生
活
の
変
化

と
し
て
表
れ
る
こ
と
が
多
い
。
具

体
的
に
は
、「
し
っ
か
り
寝
て
も

疲
れ
が
取
れ
な
い
」「
食
欲
の
増

減
が
激
し
い
」「
理
由
も
な
く
落

ち
着
か
な
い
」
と
い
っ
た
症
状

だ
。
こ
う
し
た
不
調
を
感
じ
た
際

は
、
日
記
を
つ
け
る
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

利
用
時
間
を
記
録
す
る
な
ど
、
客

観
的
な
デ
ー
タ
で
生
活
を
見
直
す

こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
。

　

山
崎
先
生
は
、
高
校
生
へ
向
け

て
こ
の
よ
う
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

を
鳴
ら
す
。

　

一
方
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
依
存
し
に

く
い
生
徒
に
は
共
通
点
が
あ
る
と

い
う
。「
趣
味
や
部
活
動
、
友
人

関
係
な
ど
、
学
校
外
に
も
多
様
な

居
場
所
や
支
え
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
一
つ
の
も
の
へ
の
依
存
が
強

く
な
り
に
く
い
」
と
山
崎
先
生
は

指
摘
す
る
。

　

現
在
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
関
す
る
悩
み

に
つ
い
て
は
、
無
料
の
電
話
相
談

や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な

し
ま
う
ケ
ー
ス
も
多
い
と
い
う
。

山
崎
先
生
は
「
今
は
相
談
で
き
る

環
境
が
整
っ
て
い
る
。
自
分
で
解

決
し
よ
う
と
せ
ず
、
信
頼
で
き
る

大
人
の
力
を
借
り
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
る
。

る
。「
高
校
生
活
は
、
自
分
の
内

面
を
磨
く
大
切
な
時
間
。
周
囲
の

反
応
ば
か
り
を
気
に
す
る
の
で
は

な
く
、
自
分
自
身
を
大
切
に
し
て

ほ
し
い
」。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
意
識
的

に
離
れ
て
脳
を
休
ま
せ
る
「
ア
テ

ン
シ
ョ
ン
・
デ
ト
ッ
ク
ス
」
を
提

案
す
る
先
生
は
、「
１０
年
後
も
つ

な
が
っ
て
い
た
い
と
思
え
る
よ
う

な
、
大
切
な
人
と
の
関
係
を
優
先

す
る
こ
と
。
そ
れ
が
、
心
を
守
る

た
め
の
第
一
歩
に
な
り
ま
す
」
と

締
め
く
く
っ
た
。�

【
松
岡
倫
音
】

指
摘
す
る
。
長
時
間
利
用
し
て
い

て
も
生
活
に
支
障
が
な
け
れ
ば
問

題
と
は
言
え
な
い
が
、
逆
に
短
時

間
で
あ
っ
て
も
人
間
関
係
や
生
活

リ
ズ
ム
を
乱
し
て
い
る
場
合
は
注

意
が
必
要
だ
と
い
う
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依
存

は
病
気
で
は
な
く
、「
嗜
癖
（
し

へ
き
）」
の
一
種
だ
そ
う
だ
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
自
己
管
理
が
難

し
い
ツ
ー
ル
だ
が
、
大
切
な
の
は

「
自
分
に
と
っ
て
生
産
的
な
こ
と

に
使
え
て
い
る
か
」
と
い
う
視
点

だ
。
橋
本
先
生
は
「
１
時
間
前
に

何
を
見
て
い
た
か
思
い
出
せ
な

い
」
と
い
っ
た
、
目
的
の
な
い
利

用
状
態
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
警

鐘
を
鳴
ら
す
。

　

近
年
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

長
時
間
利
用
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
、
私
た
ち

は
本
校
情
報
管
理
者
の
橋
本
知
彦
先
生
（
情
報
科
）
に
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
と
の
健
全
な
向
き
合
い
方
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

　

橋
本
先
生
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
依
存
に
つ
い
て
「
重
要
な
の
は

利
用
時
間
で
は
な
く
、
社
会
生
活

に
悪
影
響
が
出
る
か
ど
う
か
」
と

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
悪
口
や
攻
撃
的
な

投
稿
、
名
誉
毀
損
と
い
っ
た
ト
ラ

ブ
ル
は
、
実
は
５０
代
〜
６０
代
の
大

人
に
よ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。

一
方
で
若
者
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
危
険

性
を
意
識
し
、
防
御
的
な
行
動
を

取
る
傾
向
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
社
会
経
験
の
乏
し
い

若
い
世
代
は
、
詐
欺
や
悪
質
な
勧

誘
に
巻
き
込
ま
れ
や
す
い
リ
ス
ク

も
抱
え
て
い
る
。
被
害
を
自
覚
で

き
な
い
、
あ
る
い
は
周
囲
に
相
談

で
き
ず
一
人
で
抱
え
込
ん
で
し
ま

う
ケ
ー
ス
も
多
い
。
橋
本
先
生
は

「
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
際
は
、ま
ず

親
に
相
談
し
、一
人
で
抱
え
込
ま
な

い
こ
と
が
肝
心
だ
」
と
強
調
し
た
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は
加
工
さ
れ
た
写
真

が
あ
ふ
れ
て
お
り
、
他
人
と
自
分

を
比
較
す
る
こ
と
で
、
自
己
の
容

姿
に
否
定
的
な
認
識
を
持
っ
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
た
な
い
。

橋
本
先
生
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
問
題
の

本
質
は
利
用
時
間
の
長
さ
よ
り
も
、

「
他
人
と
の
比
較
が
頭
に
残
り
続

け
る
こ
と
」
に
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　

過
度
な
比
較
が
、
無
理
な
ダ
イ

エ
ッ
ト
や
美
容
行
動
に
つ
な
が
る

こ
と
も
あ
り
、
特
に
同
性
間
の
視

線
や
評
価
を
強
く
意
識
し
が
ち
な

若
い
女
性
に
つ
い
て
は
、「
視
線

の
監
獄
の
中
に
い
る
よ
う
な
状

態
」
と
橋
本
先
生
は
表
現
し
た
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の
距
離
を
見
直
す
際

に
は
、
単
に
利
用
を
や
め
る
だ
け

で
は
な
く
、
離
れ
た
時
間
に
没
頭

で
き
る
別
の
活
動
や
趣
味
を
見
つ

け
る
こ
と
が
重
要
だ
。
橋
本
先
生

は
「
１０
代
の
う
ち
に
多
様
な
経
験

を
積
み
、
直
接
的
な
人
と
の
関
わ

り
方
を
学
ぶ
こ
と
が
、
将
来
の
ト

ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
つ

な
が
る
」
と
語
っ
た
。

【
田
辺
一
真
、
松
岡
倫
音
】

通
知
か
ら
離
れ
て
見
え
た
も
の

～
ア
テ
ン
シ
ョ
ン・デ
ト
ッ
ク
ス
１
日
体
験
～

まとめ

う
行
動
が
習
慣
化
し
て
い
た
こ
と

は
、
今
回
の
体
験
に
お
い
て
一
つ

の
大
き
な
発
見
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
通
知

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
関
心
が
薄
れ
て
い

き
、
作
業
や
勉
強
に
集
中
し
や
す

く
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
今
ま
で

は
返
信
の
速
さ
を
気
に
し
て
い
た

が
、「
早
く
返
信
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
う
義
務
感
が
減

り
、
精
神
的
負
担
が
軽
く
な
っ
た

よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
ス
マ
ホ
の
利
用
時
間

が
減
る
だ
け
で
な
く
、「
ス
マ
ホ

を
何
の
た
め
に
使
う
の
か
」
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
。
暇

な
時
間
を
埋
め
る
た
め
だ
け
で
は

な
く
、
目
的
を
持
っ
て
使
う
こ
と

で
、
家
族
と
の
会
話
や
読
書
な
ど

よ
り
有
意
義
な
時
間
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
、
こ
れ
ま
で
画
面
に
向

　

今
回
、
新
聞
部
は
集
中
力
や
時

間
の
使
い
方
の
見
直
し
、
精
神
的

な
疲
労
を
回
復
さ
せ
る
方
法
の
一

つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
「
ア

テ
ン
シ
ョ
ン
・
デ
ト
ッ
ク
ス
」
に

つ
い
て
追
求
し
た
。
実
際
に
ど
の

よ
う
な
効
果
が
得
ら
れ
る
か
を
身

を
も
っ
て
確
か
め
る
べ
く
、
私
が

「
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
・
デ
ト
ッ
ク
ス
」

を
１
日
体
験
し
た
。

　

今
回
の
体
験
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と

連
絡
ツ
ー
ル
全
般
か
ら
１
日
完
全

に
距
離
を
置
く
こ
と
を
条
件
と
し

た
。
具
体
的
に
は
「Instagram

」

「X

」「TikTok

」「BeReal

」

「YouTube

」「LINE

」
な
ど
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
共
有
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
を
控
え
た
。
一
方
で
、
学
習

や
日
常
生
活
に
必
要
な
ア
プ
リ
は

普
段
通
り
使
用
し
た
。
例
え
ば
、

「Google

サ
ー
ビ
ス
」
や
学
習
・

け
て
い
た
時
間
を
目
の
前
の
出
来

事
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
見
な
い
だ
け
で
１
日
が
い

つ
も
よ
り
長
く
感
じ
ら
れ
、「
時

間
が
な
い
」
と
思
っ
て
い
た
日
常

に
も
、
実
は
自
由
に
使
え
る
時
間

が
多
く
あ
っ
た
こ
と
に
も
気
付
い

た
。
就
寝
時
に
は
、
ス
マ
ホ
の
使

用
時
間
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
り
普

段
よ
り
も
目
の
疲
労
を
感
じ
ず
、

精
神
的
な
効
果
だ
け
で
な
く
身
体

的
効
果
も
得
ら
れ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。

　

今
回
の
体
験
を
通
し
て
、
ス
マ

ホ
そ
の
も
の
が
悪
い
の
で
は
な

く
、
ど
の
よ
う
に
使
う
か
が
重
要

だ
と
感
じ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
止
め
る

必
要
は
な
い
。
情
報
に
囲
ま
れ
て

い
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
時
に
は

意
識
的
に
距
離
を
置
き
、
自
分
の

時
間
の
使
い
方
を
考
え
る
機
会
が

記
録
ア
プ
リ
、
検
索
ツ
ー
ル
、
音

楽
ア
プ
リ
な
ど
。
ス
マ
ホ
を
全
く

使
わ
な
い
の
で
は
な
く
、「
必
要

な
利
用
」
と
、
何
と
な
く
開
い
て

し
ま
う
「
無
意
識
な
利
用
」
を
区

別
す
る
こ
と
を
意
識
し
た
。
ス
マ

ホ
の
通
知
設
定
は
変
更
せ
ず
、
普

段
の
環
境
で
体
験
を
行
っ
た
。
私

は
普
段
か
ら
「Instagram

」「X

」

「TikTok

」
な
ど
の
通
知
は
オ
フ

に
し
て
お
り
、
通
知
を
受
け
取
る

設
定
に
し
て
い
た
の
は
「LINE

」

「BeReal

」
の
み
だ
っ
た
。

　

最
初
の
う
ち
は
無
意
識
に
ス
マ

ホ
に
手
が
伸
び
そ
う
に
な
っ
た
場

面
も
あ
り
、
通
知
を
オ
フ
に
し
て

い
て
も
「
何
か
更
新
さ
れ
て
い
な

い
の
か
な
」
と
ス
マ
ホ
を
手
に
取

っ
て
し
ま
う
習
慣
が
身
に
付
い
て

い
た
こ
と
を
実
感
し
た
。
通
知
が

な
く
て
も
ア
プ
リ
を
開
い
て
し
ま

必
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
大
切

な
の
は
「
ス
マ
ホ
に
使
わ
れ
る
」

の
で
は
な
く
、「
自
分
で
使
い
方

を
選
ぶ
」
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

「
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
・
デ
ト
ッ
ク

ス
」
は
、「
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ト
ッ

ク
ス
」
と
は
違
い
、
完
全
に
ス
マ

ホ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
を

断
つ
の
で
は
な
く
、
自
分
の
注
意

を
奪
う
も
の
と
の
付
き
合
い
方
を

考
え
る
方
法
で
あ
る
。「
デ
ジ
タ

ル
・
デ
ト
ッ
ク
ス
」
よ
り
も
気
軽

に
始
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

私
は
１
日
で
も
効
果
を
感
じ
ら
れ

た
た
め
、
特
に
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
疲
れ
」

を
感
じ
た
時
に
は
、
短
期
間
で
も

試
す
価
値
が
あ
る
だ
ろ
う
。
画
面

の
外
へ
目
を
向
け
る
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
景
色
や

会
話
、
そ
し
て
自
分
自
身
と
向
き

合
う
時
間
が
見
つ
け
ら
れ
る
は
ず

だ
。
ほ
ん
の
少
し
、
ス
マ
ホ
と
距

離
を
置
く
こ
と
が
日
常
を
豊
か
に

す
る
第
一
歩
に
な
る
。【田

川
と
わ
】

　

新
聞
部
は
、
一
般
社
団
法
人
日
本
デ
ジ
タ
ル
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
協
会
に
連
絡
を
取
り
、
代
表
理
事
で
「
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム

依
存
専
門
心
理
師
」
の
森
山
沙
耶
さ
ん
が
執
筆
さ
れ
たYahoo!

ニ
ュ
ー
ス
の
記
事
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
引
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
許
可
を
得
た
の
で
紹
介
す
る
。【
松
岡
倫
音
】

１０１０
代
の
利
用
実
態
と

代
の
利
用
実
態
と

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
影
響

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
影
響

な
ぜ「
や
め
ら
れ
な
い
」の
か

な
ぜ「
や
め
ら
れ
な
い
」の
か

承
認
欲
求
と
不
安
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

承
認
欲
求
と
不
安
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

睡
眠
不
足
か
ら
心
の
不
安
ま
で

睡
眠
不
足
か
ら
心
の
不
安
ま
で

「「
２０２０
秒
ル
ー
ル
」で
誘
惑
を
断
つ
！

秒
ル
ー
ル
」で
誘
惑
を
断
つ
！

ス
マ
ホ
依
存
を
引
き
起
こ
す

ス
マ
ホ
依
存
を
引
き
起
こ
す

「
間
欠
強
化
」の
メ
カ
ニ
ズ
ム

「
間
欠
強
化
」の
メ
カ
ニ
ズ
ム

健
や
か
な
距
離
を
保
つ
た
め
の

健
や
か
な
距
離
を
保
つ
た
め
の

３３
つ
の
ス
テ
ッ
プ

つ
の
ス
テ
ッ
プ

な
不
調
の
リ
ス
ク
が
２
倍
に
な
る

と
い
う
報
告
も
あ
る
。
日
本
に
お

い
て
も
１３
〜
１９
歳
の
利
用
率
は

９０
・
７
％
と
高
く
、
脳
が
発
達
途

上
の
思
春
期
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
過
度
に

利
用
す
る
こ
と
は
、
感
情
や
行
動

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

【
引
用
元
】
森
山
沙
耶
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ

利
用
で
う
つ
・
不
安
リ
ス
ク
が
２

倍
に
？
米
医
務
総
監
の
警
告
か
ら

考
え
る
、
１０
代
の
脳
と
メ
ン
タ
ル

へ
の
影
響
」（Yahoo!

ニ
ュ
ー
ス

　

エ
キ
ス
パ
ー
ト
）

強
化
因
子
と
な
り
、
利
用
が
常
態

化
す
る
。

▽
取
り
残
さ
れ
る
不
安
：「
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
見
て
い
な
い
間
に
話
題
に
つ

い
て
い
け
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
不
安
（FOMO

＝

Fear Of Missing Out

）
か
ら
、

常
に
通
知
を
確
認
し
て
し
ま
う
傾

向
が
あ
る
。

▽
依
存
を
促
す
機
能
：
無
限
ス
ク

ロ
ー
ル
や
プ
ッ
シ
ュ
通
知
な
ど
の

機
能
は
、
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

未
熟
な
１０
代
を
夢
中
に
さ
せ
や
す

く
、
平
日
の
深
夜
ま
で
利
用
す
る

青
少
年
も
少
な
く
な
い
。

【
引
用
元
】
森
山
沙
耶
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ

は
な
ぜ
や
め
ら
れ
な
い
の
か
（
仮

題
）」（Yahoo!

ニ
ュ
ー
ス　

エ

キ
ス
パ
ー
ト
）

　

多
く
の
若
者
が
「
や
め
た
く
て

も
や
め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
悩
み

を
抱
え
て
い
る
背
景
に
は
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
独
自
の
構
造
が
あ
る
。

▽
承
認
欲
求
の
ル
ー
プ
：
投
稿
へ

の
「
い
い
ね
」
や
コ
メ
ン
ト
は
、

他
者
か
ら
認
め
ら
れ
た
と
い
う
肯

定
感
を
も
た
ら
す
。
こ
の
体
験
が

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
良
好
な
関
係
を
築
く

た
め
の
ヒ
ン
ト
を
挙
げ
る
。
気
分

が
落
ち
込
ん
で
い
る
時
ほ
ど
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
開
き
、
他
人
と
比
較
し
て
さ

ら
に
沈
む
と
い
う
「
負
の
ル
ー

プ
」
を
断
つ
た
め
に
、
以
下
の
取

り
組
み
が
推
奨
さ
れ
る
。

①
「
気
晴
ら
し
」
で
あ
る
こ
と
を

自
覚
す
る

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
不
安
を
一
時
的
に
和

ら
げ
る
手
段
に
は
な
る
が
、
過
度

に
依
存
し
な
い
意
識
を
持
つ
こ
と

が
第
一
歩
と
な
る
。

②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
以
外
の
選
択
肢
を
持
つ

　

散
歩
、
運
動
、
読
書
、
音
楽
鑑

賞
、
入
浴
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
以
外

の
気
晴
ら
し
を
習
慣
化
し
、
気
分

転
換
の
手
段
を
増
や
す
こ
と
が
依

存
防
止
に
つ
な
が
る
。

③
情
報
を
取
捨
選
択
し
、
客
観
視

で
、
自
分
の
感
情
を
客
観
的
に
整

理
で
き
る
。

【
引
用
元
】
森
山
沙
耶
「
不
安
や

ス
ト
レ
ス
が
あ
る
時
ほ
ど
見
て
し

ま
う
…
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
『
負
の
ル
ー

プ
』
か
ら
抜
け
出
す
方
法
」

（Yahoo!

ニ
ュ
ー
ス　

エ
キ
ス

パ
ー
ト
）

森山沙耶（もりやま・さや）
臨床心理士、公認心理師、社会福祉士。一般社
団法人日本デジタルウェルビーイング協会代表
理事。東京学芸大学大学院教育学研究科修了
後、家庭裁判所調査官を経て、病院・福祉施設
にて臨床心理士として勤務。２０１９年　独立行政
法人国立病院機構　久里浜医療センターにて
「インターネット／ゲーム依存の診断・治療等
に関する研修（医療関係者向け）」を修了後、
同年　ネット・ゲーム依存予防回復支援
MIRA-i（ミライ）を立ち上げ。現在はネット・
ゲーム依存専門のカウンセリングや予防啓発の
ための講演・セミナー活動を行う。２０２１年から
特定非営利活動法人ASK認定　依存症予防教
育アドバイザー。

プロフィール

　

情
報
が
あ
ふ
れ
、
人
々
の
「
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
（
注
意
）」
を
絶
え
ず
引
き
つ
け
る
現
代

社
会
に
お
い
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
へ
の
依
存
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
心
理
学
的
な
視
点
か
ら
ス
マ
ホ
に
依
存
し
て
し
ま
う
背
景
を
解
き
明
か
し
、
物
理
的

に
距
離
を
置
く
「
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
・
デ
ト
ッ
ク
ス
」
を
日
常
生
活
に
無
理
な
く
取
り
入
れ

る
た
め
の
具
体
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
、
富
山
国
際
大
学
子
ど
も
育
成
学
部
教
授
で

臨
床
心
理
学
・
発
達
心
理
学
が
専
門
の
大
平
泰
子
先
生
に
話
を
聞
い
た
。

　
「
ス
マ
ホ
依
存
は
本
人
の
意
志

の
弱
さ
で
は
な
く
、
脳
の
仕
組
み

が
関
係
し
て
い
る
」
と
大
平
先
生

は
指
摘
す
る
。
国
際
生
ア
ン
ケ
ー

ト
で
も
、
半
数
が
「
通
知
が
鳴
る

と
す
ぐ
ス
マ
ホ
を
見
て
し
ま
う
」

「
ス
マ
ホ
が
原
因
で
学
習
効
率
が

低
下
し
て
い
る
」
と
自
覚
し
て
い

る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
が
、

勉
強
や
仕
事
の
最
中
に
ス
マ
ホ
の

画
面
を
伏
せ
て
い
て
も
気
に
な
っ

て
し
ま
う
心
理
の
背
景
に
は
、
学

習
心
理
学
の
「
間
欠
強
化
（
か
ん

け
つ
き
ょ
う
か
）」
と
い
う
仕
組

み
が
存
在
す
る
と
い
う
。
行
動
に

対
す
る
報
酬
が
す
ぐ
返
っ
て
く
る

時
よ
り
も
、「
い
つ
返
っ
て
く
る

か
分
か
ら
な
い
」
時
の
方
が
、
そ

の
行
動
に
強
く
依
存
す
る
性
質
が

あ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
「
い
い
ね
」
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
返
信
は
、
ま
さ
に

こ
の
不
定
期
な
報
酬
に
あ
た
る
。

ギ
ャ
ン
ブ
ル
も
同
様
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
で
依
存
を
誘
発
す
る
と
い
う
。

　

ス
マ
ホ
の
長
時
間
利
用
は
、
心

身
に
多
く
の
悪
影
響
を
及
ぼ
す
。

本
来
は
食
事
や
学
業
、
趣
味
、
睡

眠
な
ど
の
日
常
生
活
で
や
る
べ
き

こ
と
を
終
え
た
「
余
っ
た
時
間
」

で
利
用
す
べ
き
だ
が
、
現
実
に
は

睡
眠
時
間
を
削
っ
て
ま
で
利
用
す

る
人
が
多
く
、
大
平
先
生
も
懸
念

を
示
す
。
就
寝
前
の
ス
マ
ホ
利
用

は
画
面
の
光
に
よ
っ
て
睡
眠
の
質

を
著
し
く
低
下
さ
せ
、
体
内
時
計

　

そ
こ
で
有
効
な
の
が
、
ス
マ
ホ

か
ら
意
図
的
に
距
離
を
置
い
て
心

身
を
休
め
る
「
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
・

デ
ト
ッ
ク
ス
」
だ
。
こ
れ
に
よ
り

不
安
や
抑
う
つ
が
軽
減
さ
れ
、
健

康
的
な
生
活
リ
ズ
ム
や
低
下
し
て

い
た
集
中
力
を
回
復
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
ス
マ
ホ
を
手
放
せ
な
い

人
だ
け
で
な
く
、「
ス
マ
ホ
疲
れ
」

を
感
じ
て
い
る
人
や
朝
か
ら
疲
労

感
が
あ
る
と
い
う
人
に
も
推
奨
さ

れ
る
。
大
平
先
生
は
「
い
き
な
り

高
い
目
標
を
掲
げ
る
の
で
は
な

く
、
目
の
前
の
目
標
を
一
つ
ず
つ

こ
な
す
『
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
』

が
大
切
」
と
主
張
す
る
。

　

具
体
的
な
方
法
と
し
て
、
ま
ず

は
「
ス
マ
ホ
と
物
理
的
な
距
離
を

置
く
」
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
視

界
や
手
の
届
く
範
囲
に
ス
マ
ホ
が

あ
る
状
態
で
我
慢
す
る
の
は
最
も

困
難
だ
か
ら
だ
。
心
理
学
に
は
、

人
間
は
「
開
始
す
る
ま
で
２
０
秒

か
か
る
行
動
」
に
対
し
て
は
面
倒

さ
を
感
じ
、
手
を
出
し
に
く
く
な

る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
「
２
０
秒

ル
ー
ル
」
が
あ
る
。
ス
マ
ホ
を
引

き
出
し
の
奥
に
し
ま
っ
た
り
、
別

の
部
屋
に
置
い
た
り
し
て
物
理
的

　

特
に
高
校
生
は
脳
が
発
達
途
上

の
た
め
、
大
人
に
比
べ
て
影
響
が

顕
著
に
な
り
や
す
い
。
こ
の
年
代

は
「
周
囲
か
ら
ど
う
見
ら
れ
て
い

る
か
」
を
気
に
し
が
ち
で
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
上
の
数
字
が
友
人
関
係
に
直
結

し
や
す
い
環
境
に
あ
る
。
こ
う
し

た
数
字
に
振
り
回
さ
れ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
不
安
を
煽
り
、

心
が
不
安
定
に
な
る
原
因
に
も
な

る
。
大
平
先
生
は
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利

用
に
あ
た
っ
て
は
、
自
分
の
気
持

ち
の
向
け
方
が
大
切
。
い
い
ね
の

数
で
自
分
の
価
値
が
上
下
す
る
こ

と
は
な
い
。
ス
マ
ホ
に
限
ら
ず
、

他
人
と
比
べ
な
い
こ
と
を
忘
れ
な

い
で
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
る
。

の
リ
ズ
ム
を
崩
す
原
因
に
な
る
と

い
う
。
ま
た
、
長
時
間
の
利
用
が

ス
ト
レ
ス
や
不
安
、
抑
う
つ
傾
向

と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
も

心
理
学
的
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

心
身
が
大
き
く
成
長
す
る
時
期

に
、
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
五
感
を
使

っ
た
リ
ア
ル
な
経
験
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
奪
う
結
果

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

な
距
離
を
置
く
こ
と
が
、
誘
惑
を

断
つ
環
境
作
り
に
直
結
す
る
。

　

次
に
、
就
寝
前
の
環
境
作
り
と

し
て
「
就
寝
１
～
２
時
間
前
」

は
端
末
に
触
れ
な
い
よ
う
に
し
、

枕
元
か
ら
離
れ
た
場
所
に
置
く
こ

と
が
重
要
だ
。
人
工
的
な
光
を
避

け
、
紙
の
書
籍
を
読
む
な
ど
の
代

替
行
動
を
取
り
入
れ
る
。
さ
ら

に
、
通
知
や
明
る
さ
を
設
定
す
る

な
ど
、
ス
マ
ホ
の
使
い
方
と
主
体

的
に
向
き
合
う
工
夫
も
有
効
だ
と

い
う
。

　

現
代
社
会
に
お
い
て
、
完
全
に

ス
マ
ホ
を
排
除
し
た
生
活
は
難
し

い
。
大
平
先
生
は
「
生
活
に
支
障

が
出
な
い
範
囲
で
の
適
切
な
付
き

合
い
方
を
目
指
す
べ
き
。
時
に
は

制
限
を
気
に
せ
ず
使
用
す
る
日
を

設
け
る
こ
と
も
、
心
の
ゆ
と
り
作

り
に
は
必
要
」
と
話
す
。
過
度
な

制
限
に
よ
っ
て
自
分
の
行
動
を
縛

る
こ
と
は
、
精
神
衛
生
上
、
逆
効

果
に
な
り
か
ね
な
い
。
生
活
の
中

に
ス
マ
ホ
以
外
の
「
五
感
を
使
う

機
会
」
を
見
出
す
こ
と
が
、
持
続

可
能
な
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
・
デ
ト
ッ

ク
ス
へ
の
確
か
な
一
歩
と
な
り
そ

う
だ
。�

【
田
川
と
わ
】

大平泰子（おおひら・たいこ）
富山大学大学院教育学研究科修了・修士（教育学）、大阪大学大
学院連合小児発達学研究科修了・博士（小児発達学）。
富山県心の健康センター心理職、中部労災病院心療内科心理判定
員を経て、富山国際大学子ども育成学部助教、同講師、同准教
授、同教授。現在、高岡市男女平等推進市民委員会委員、富山市
医師会看護専門学校非常勤講師、富山産業保健総合支援センター
産業保健相談員ほか。

プロフィール

Ｑ １．最近のスマホ平均使用時間 【平日】

Ｑ １．最近のスマホ平均使用時間 【休日】

Ｑ ６．スマホ疲労を感じる？

Ｑ ９．「 １日スマホ触らない」耐えられる？

①０～１時間

②１～２時間

③２～３時間

④３～４時間

⑤４～５時間

⑥５～６時間

⑦６～７時間

⑧７～８時間

⑨８～９時間

⑩１０時間以上

①０～１時間

②１～２時間

③２～３時間

④３～４時間

⑤４～５時間

⑥５～６時間

⑦６～７時間

⑧７～８時間

⑨８～９時間

⑩１０時間以上

１年 男
（％） （％）

１年 女 ２年 男 ２年 女 ３年 男 ３年 女 全校 男 全校 女

①０～１時間

②１～２時間

③２～３時間

④３～４時間

⑤４～５時間

⑥５～６時間

⑦６～７時間

⑧７～８時間

⑨８～９時間

⑩１０時間以上

①０～１時間

②１～２時間

③２～３時間

④３～４時間

⑤４～５時間

⑥５～６時間

⑦６～７時間

⑧７～８時間

⑨８～９時間

⑩１０時間以上

１年 男 １年 女 ２年 男 ２年 女 ３年 男 ３年 女 全校 男 全校 女
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◎アテンションデトックスとは、自分の「注意・関心・意識」の使い方を見直し、心と時間のバランスを整えること。
３つのアテンションを意識的に整えて、スマホ疲れや情報過多から解放され、より充実した毎日を送りましょう！

アテンション・デトックスとは？
〜 ３つのアテンションを整えて、心と時間を取り戻す方法〜

１．アテンションとは？
　アテンションとは「注意・関心・意識」のことを指す。私たちは日常の中で様々なアテンションを向けながら生活してい
る。しかし、スマホやＳＮＳの普及により無意識のうちにアテンションが他人や情報に奪われ、自分の時間や心の余裕が失
われてしまう。

２ ． ３ つのアテンションとは？
　私たちのアテンションは大きく ３つのタイプに分けられる。

アテンションの種類 内容・特徴 例 アテンション・デトックスの方法

①自分に対するアテンション
自分自身の感情や体調、考えに
向けるアテンション。
自己理解やセルフケアに繋がる
大切な意識。

・投稿の「いいね数」が気になる
・自分の投稿への反応を何度も確認する
・他人と比べて落ち込む

・ １日 ５分でも「自分のための時間」を
作る（深呼吸・日記・ストレッチ等）
・感情を言葉にして書き出す
・休むことに罪悪感を持たない

②人に対するアテンション
他者との関係やコミュニケーシ
ョンに向けるアテンション。
繋がりや信頼関係を築くもとに
なる。

・友達の返信速度や既読を気にする
・周囲の流行についていこうとする
・SNS上の人間関係を考えすぎる

・スマホを置いて「目の前の人」に集中
する
・SNSよりリアルな関わりを優先する
・感謝や思いやりの言葉を意識する

③情報に対するアテンション
ニュースやSNSなど、外部の
情報に向けるアテンション。
便利な一方で、過剰になると疲
れや不安の原因に。

・おすすめ動画を次々見る
・炎上やニュースを追い続ける
・必要以上に情報収集してしまう

・通知をオフにする
・SNSを見ない時間を作る
・「見る目的」を明確にして使う
・情報を選ぶ（信頼できる情報源に絞
る）

３ ．アテンションデトックスの実践ステップの一例
①現状を振り返る

普段何に注意や時間を使っ
ているのか振り返る。

②整理する
アテンションを「自分・
人・情報」の ３つに分け、
どこに負担がかかっている
のか考える。

③選ぶ
必要な情報との距離を決める
全ての情報を遮断するので
はなく、本当に必要なもの
を選ぶ。

④取り戻す
自分の時間を大切にする
スマホ以外の時間を増や
し、集中力や心の余裕を取
り戻す。

す
る

　

不
要
な
情
報
を

遮
断
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
の
価
値
観
に
飲

み
込
ま
れ
な
い
こ

と
が
重
要
だ
。
も

し
不
安
を
感
じ
た

ら
「
自
分
は
こ
う

感
じ
た
」
と
紙
に

書
き
出
し
た
り
、

家
族
や
友
人
に
話

し
た
り
す
る
こ
と

（例）気晴らしになる行動のリスト
・心が落ち着く（家族、友人、風景、
キャラクターなど）視覚的なイメージ
を思い浮かべる、写真や雑誌を見る
・軽く運動してみる
・ぶらぶらと近所を散歩してみる
・植物や動物の世話をする
・好きな香りを嗅いだり、入浴剤を入
れて湯船につかる
・好きな音楽をきいてみる

　【特集 ２】【特集 ２】　
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毎
回
好
評
の
、
海
外
留
学
中
の
国
際
英
語
コ
ー
ス
生
に
よ
る
「
海
外
特
派
員
通
信
」。
今
回

は
、
昨
年
８
月
か
ら
ア
メ
リ
カ
・
ア
イ
ダ
ホ
州
のNorth Star Charter School

に
留
学

し
て
い
た
奥
田
そ
ら
さ
ん
（
３２
Ｈ
）
に
伝
え
て
も
ら
う
。

多
様
な
価
値
観
に
ふ
れ
成
長

奥
田　
そ
ら
さ
ん（
３２
Ｈ
）

Ｆ
ｒ
ｏ
ｍ　
ア
メ
リ
カ

続
・
海
外
特
派
員
通
信

編
集
手
帳

夏
い
ら
ん�

ｐ
ｏ
ｐ
ｐ
ｏ

日
陰
ほ
し
い�

ｓ

暑
す
ぎ　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｋ

暑
す
ぎ
て
眠
い
で
す　
　
　

抹
茶

コ
ナ
ン
は
工
藤
新
一�

　

キ
ッ
ド

夏
休
み
は
た
く
さ
ん
寝
た
い
で
す

　

み

今
日
も
今
日
と
て
平
和
で
す
。　和

平

沈
丁
花
で
不
滅�

　

花
言
葉

ア
イ
ス
が
食
べ
た
い
で
す

ア
イ
ス
よ
り

楽
し
い
夏
に
し
た
い�

モ
モ
ン
ガ

毎
日
熱
中
症
ア
ラ
ー
ト
発
動
中

　
　
　
　
　
　
　

保
健
ワ
ー
ク

お
わ
っ
ち
ゃ
う
よ
ー
ん

英
検
２
級

も
っ
と
新
聞
部
に
い
た
い

ま
つ
り

新
聞
部
楽
し
す
ぎ
た
！�

灯
油

新
聞
部
っ
て
神�

　

う
ー

部
活
楽
し
か
っ
た�

　

真

虫
捕
ま
え
た
い
が
暑
い

昆
虫
好
き

暑
す
ぎ
て
と
け
る�

　

ラ
ム
ネ

メ
ン
ヘ
ラ
チ
ッ
ク
な
恋�

フ
ォ
ー

夏
休
み
早
く
来
て
泣

韓
国
楽
し
み

夏
休
み
遊
び
ま
く
り
ま
す
。
ワ
シ

　

近
年
、
日
本
を
は
じ
め
世
界

中
で
、
異
常
気
象
に
よ
る
自
然

災
害
や
健
康
被
害
が
深
刻
化
し

て
い
る
。
そ
も
そ
も
異
常
気
象

と
は
、
異
常
高
温
や
大
雨
、
日

照
不
足
と
い
っ
た
通
常
と
は
異

な
る
気
象
の
総
称
で
あ
り
、
日

本
の
気
象
庁
で
は
「
過
去
３０
年

の
気
候
に
対
し
て
著
し
い
偏
り

を
示
し
た
天
候
」
と
定
義
し
て

い
る
。
そ
の
主
な
原
因
は
、
偏

西
風
の
蛇
行
や
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ

現
象
な
ど
の
「
自
然
的
要
因
」

と
、
地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と

す
る
「
人
為
的
要
因
」
の
二
つ

だ
。
こ
れ
ら
が
複
雑
に
絡
み
合

う
こ
と
で
平
均
気
温
が
上
昇

し
、
極
端
な
猛
暑
な
ど
の
頻
度

が
増
加
し
て
い
る
。
異
常
気
象

は
単
一
の
原
因
で
片
付
け
ら
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
自
然
現
象

と
人
間
活
動
の
双
方
が
深
く
関

わ
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ま
ず

は
そ
の
仕
組
み
を
正
し
く
理
解

す
る
こ
と
が
大
切
だ
。　

　

異
常
気
象
が
及
ぼ
す
影
響

は
、
私
た
ち
の
生
活
の
あ
ら
ゆ

る
場
面
に
及
ん
で
い
る
。
第
一

に
、
健
康
被
害
と
医
療
負
担
の

増
大
だ
。
激
し
い
気
温
上
昇
や

熱
帯
夜
は
熱
中
症
リ
ス
ク
を
著

し
く
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
喘

息
な
ど
の
呼
吸
器
疾
患
を
悪
化

災
害
時
の
対
応
力
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
異
常
気
象
は
一
朝

一
夕
に
は
解
決
で
き
な
い
根
深
い

問
題
だ
か
ら
こ
そ
、
国
任
せ
に
す

る
の
で
は
な

く
、
地
域
、
企

業
、
そ
し
て
市

民
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
主
体

的
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。

　　

課
題
解
決
に

向
け
て
、
私
た

ち
一
人
一
人
の

行
動
が
何
よ
り

重
要
と
な
る
。

高
校
生
で
あ
る

私
た
ち
に
も
、

で
き
る
こ
と
は

数
多
く
あ
る
は

ず
だ
。
日
常
生

活
で
は
、
家
庭

で
の
節
電
・
節

水
の
徹
底
や
食

品
ロ
ス
の
削
減

が
効
果
的
で
あ

る
。
学
校
生
活

の
中
で
も
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
を
省
き
、
紙
や

文
房
具
な
ど
の
資
源
を
大
切
に
使

う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
地

域
の
環
境
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
せ
、
蚊
や
マ
ダ
ニ
と
い
っ
た
媒

介
生
物
に
よ
る
感
染
症
リ
ス
ク
を

も
拡
大
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。
第

二
に
、
食
生
活
へ
の
大
打
撃
だ
。

長
雨
や
干
ば
つ
は

米
や
野
菜
の
生
育

に
悪
影
響
を
与

え
、
品
質
低
下
や

収
穫
量
の
減
少
を

招
く
。
そ
の
結

果
、
食
料
品
価
格

が
高
騰
し
、
家
計

を
直
接
圧
迫
す
る

こ
と
に
な
る
。
さ

ら
に
、
住
環
境
や

イ
ン
フ
ラ
へ
の
脅

威
も
深
刻
だ
。
局

地
的
な
集
中
豪
雨

や
大
型
化
し
た
台

風
は
、
河
川
の
氾

濫
や
土
砂
崩
れ
を

引
き
起
こ
し
、
住

宅
の
浸
水
・
倒
壊

リ
ス
ク
を
高
め
て

い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
異
常
気
象
は

も
は
や
社
会
全
体

を
揺
る
が
す
、
私

た
ち
の
日
常
と
切

り
離
せ
な
い
死
活
問
題
な
の
だ
。

　

こ
れ
に
対
し
、
国
は
「
２
０
５

０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」

を
宣
言
し
、
２
０
３
０
年
度
ま
で

に
温
室
効
果
ガ
ス
を
４６
％
削
減
す

る
目
標
を
掲
げ
て
法
整
備
や
財
政

支
援
を
進
め
て
い
る
。
し
か
し
、

国
主
導
の
取
り
組
み
だ
け
で
は
限

界
が
あ
る
。
対
策
の
現
場
と
な
る

地
方
自
治
体
で
は
、
人
手
不
足
や

財
源
確
保
が
重
い
負
担
と
な
っ
て

お
り
、
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
や

へ
の
参
加
も
、
社
会
に
良
い
変

化
を
も
た
ら
す
一
歩
と
な
る
だ

ろ
う
。
こ
れ
ら
の
小
さ
な
実
践

の
積
み
重
ね
が
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
や
資
源
の
保
護
に
つ

な
が
り
、
ひ
い
て
は
「
災
害
に

強
い
国
づ
く
り
」
を
後
押
し
す

る
。
私
た
ち
が
主
体
的
に
参
加

す
る
こ
と
は
、
若
年
層
全
体
の

意
識
を
変
え
、
社
会
全
体
の
関

心
を
高
め
る
起
爆
剤
に
も
な
る

は
ず
だ
。

　

異
常
気
象
は
決
し
て
他
人
事

で
は
な
く
、
私
た
ち
の
未
来
そ

の
も
の
の
問
題
で
あ
る
。
今
こ

の
瞬
間
も
、
世
界
中
で
多
く
の

人
々
が
そ
の
被
害
に
苦
し
ん
で

い
る
。
こ
の
地
球
規
模
の
危
機

を
乗
り
越
え
る
に
は
、
世
界
の

人
々
が
手
を
取
り
合
い
、
協
力

し
て
歩
み
を
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
日
々
の
節
電
や
節
水

は
、
一
人
の
小
さ
な
行
動
に
過

ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
一
歩
一
歩
が
必
ず
明

る
い
未
来
を
切
り
拓
く
。
未
来

の
地
球
の
た
め
に
、
小
さ
な
努

力
を
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
重
ね
て

持
続
可
能
な
社
会
を
創
っ
て
い

く
こ
と
―
―
そ
れ
こ
そ
が
、
今

を
生
き
る
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ

た
使
命
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ネ
の
両
立
を
実
現
で
き
る
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
エ
ア
コ
ン

は
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
セ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て

自
動
制
御
さ
れ
る
。
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ

　

高
校
体
育
館
に
こ
の
ほ
ど
、
エ

ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
た
＝
写
真
。

１
学
期
中
間
テ
ス
ト
期
間
中
に
取

り
付
け
工
事
が
行
わ
れ
、
５
月
２６

日
か
ら
運
転
を
開
始
。
体
育
の
授

業
や
部
活
動
、
集
会
な
ど
の
際
に

快
適
な
環
境
を
実
現
し
て
い
る
。

　

生
徒
達
は
様
々
な
分
野
の
計
１９

講
座
の
中
か
ら
、
各
自
が
選
ん
だ

５０
分
間
の
講
義
を
２
本
受
講
し
た
。

　

金
沢
学
院
大
学
経
済
学
部
の
長

谷
川
拓
彌
講
師
に
よ
る
「
経
済
学

の
歴
史
を
考
え
る
」
と
い
う
講
義

で
は
、
各
時
代
の
政
治
や
経
済
の

結
び
つ
き
、
政
治
学
者
や
経
済
学

者
の
考
え
を
比
べ
、
経
済
学
と
い

う
学
問
が
ど
の
よ
う
に
成
り
立
っ

て
い
っ
た
の
か
を
学
ん
だ
。
古
代

ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
が
「
政
治
の
下
で
し
か
経
済

活
動
は
生
ま
れ
な
い
」
と
語
っ
た

こ
と
や
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
で

は
「
神
を
信
仰
す
る
者
は
金
を
捨

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
、

古
今
東
西
の
経
済
に
対
す
る
考
え

　

こ
ん
に
ち
は
、
奥
田
そ
ら
で

す
。
私
は
ア
メ
リ
カ
の
北
西
部

に
位
置
す
る
ア
イ
ダ
ホ
州
の
イ

ー
グ
ル
と
い
う
町
に
１０
か
月
間

留
学
し
て
い
ま
し
た
。

　

ア
イ
ダ
ホ
州
は
、
美
し
い

山
々
や
川
、
湖
な
ど
豊
か
な
自

然
に
囲
ま
れ
た
州
で
す
。
私
が

暮
ら
し
て
い
た
イ
ー
グ
ル
は
州

都
ボ
イ
シ
の
近
く
に
あ
る
落
ち

着
い
た
町
で
、
治
安
が
良
く
、

自
然
と
都
市
の
便
利
さ
が
調
和
し

た
暮
ら
し
や
す
い
場
所
で
し
た
。

都
会
の
よ
う
な
に
ぎ
や
か
さ
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
人
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
す
る
温
か
い
地
域
で
、

休
日
に
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し

ん
だ
り
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や

友
達
と
出
か
け
た
り
し
て
過
ご
し

ま
し
た
。
ま
た
、
家
の
近
く
で
は

野
生
の
七
面
鳥
を
見
か
け
る
こ
と

も
あ
り
、
日
本
で
は
味
わ
え
な
い

自
然
の
豊
か
さ
を
日
常
の
中
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
はNorth Star Charter 

School

と
い
う
現
地
校
に
通
っ
て

い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
高
校
で

は
、
自
分
の
興
味
や
進
路
に
合
わ

せ
て
授
業
を
選
択
す
る
こ
と
が
で

き
、
一
人
ひ
と
り
時
間
割
が
異
な

り
ま
す
。
私
の
学
校
は
規
模
が
小

さ
く
、
選
択
で
き
る
科
目
は
多
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、英
語
や
数

日
夕
食
を
囲
み
、
そ
の
日
に
あ
っ

た
出
来
事
を
話
し
た
り
、
週
末
に

は
一
緒
に
出
か
け
た
り
す
る
中

で
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
や
生
活
習

慣
を
自
然
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
言
葉
や
文
化
の
違
い
に
戸

惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
お

互
い
を
理
解
し
よ
う
と
歩
み
寄
る

こ
と
で
、
国
籍
や
言
語
の
違
い
を

超
え
た
本
当
の
家
族
の
よ
う
な
関

係
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
留
学
生
活
は
楽
し

い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
英
語
が
思
う
よ
う
に
伝

わ
ら
ず
悔
し
い
思
い
を
し
た
り
、

新
し
い
環
境
に
慣
れ
る
ま
で
苦
労

し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
自
分
か
ら
話
し
か
け

た
り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
を
そ
の

場
で
す
ぐ
、
積
極
的
に
質
問
し
た

り
す
る
こ
と
を
意
識
し
続
け
た
こ

と
で
、
少
し
ず
つ
自
信
を
持
っ
て

行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
通
し
て
、
待
つ
の
で

は
な
く
、
自
ら
一
歩
踏
み
出
す
こ

と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
留
学
を
通
し
て
最
も
学

ん
だ
こ
と
は
、
異
な
る
文
化
や
価

値
観
を
持
つ
人
々
を
理
解
し
、
尊

重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。
日

本
で
は
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い

た
こ
と
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
全
く

違
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
違
い

は
「
正
し
い
、
間
違
っ
て
い

る
」
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
が
育
っ
た
環
境
や
文

化
の
違
い
か
ら
生
ま
れ
る
も
の

だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
相
手
を

自
分
の
基
準
で
判
断
す
る
の
で

は
な
く
、「
な
ぜ
そ
の
よ
う
に

考
え
る
の
だ
ろ
う
」
と
相
手
の

立
場
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と

で
、
よ
り
良
い
関
係
を
築
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験

か
ら
異
文
化
理
解
と
は
、
文
化

の
違
い
を
知
り
、
相
手
の
意
見

や
考
え
方
に
共
感
す
る
こ
と
で

は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の
違
い

を
受
け
入
れ
、
尊
重
す
る
姿
勢

そ
の
も
の
な
の
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

１０
か
月
間
の
留
学
は
、
英
語

力
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
自
分

か
ら
挑
戦
す
る
力
や
、
多
様
な

価
値
観
を
受
け
入
れ
る
柔
軟
な

考
え
方
を
育
て
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
の
経
験
は
、
私
に
と
っ

て
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
支
え
る

大
き
な
財
産
で
す
。
留
学
で
得

た
学
び
や
出
会
い
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
新
し
い

こ
と
に
積
極
的
に
挑
戦
し
、
多

様
な
価
値
観
を
持
つ
人
々
と
関

わ
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

失
敗
は
終
わ
り
じ
ゃ
な
い
。

失
敗
は
終
わ
り
じ
ゃ
な
い
。

ボ
ロ
ボ
ロ
の
バ
ッ
ト
を
ペ
ン
に
持
ち
替
え
た
僕
の
高
校
時
代

ボ
ロ
ボ
ロ
の
バ
ッ
ト
を
ペ
ン
に
持
ち
替
え
た
僕
の
高
校
時
代

　

私
は
、
か
つ
て
大
き
な
挫
折

を
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
頃
の
私
は
、
と
に

か
く
野
球
一
筋
の
少
年
で
し

た
。
毎
日
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て

白
球
を
追
い
か
け
る
一
方
で
、

っ
た
野
球
を
辞
め
る
と
い
う
大
き

な
決
断
を
し
、
ボ
ロ
ボ
ロ
の
バ
ッ

ト
を
ペ
ン
に
持
ち
替
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
進
学
の
た
め
に
勉
強
や

様
々
な
活
動
に
全
て
を
注
ぎ
込
む

日
々
へ
と
自
分
を
追
い
込
み
ま

生
の
頃
か
ら
自
分
の
「
武
器
」
を

増
や
し
続
け
ま
し
た
。
日
本
語
検

定
、
英
語
検
定
、
数
学
検
定
、
漢

字
検
定
、
さ
ら
に
は
ニ
ュ
ー
ス
時

事
能
力
検
定
や
世
界
遺
産
検
定
と

い
っ
た
多
様
な
資
格
の
取
得
に
励

ョ
ン
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
私
の

高
校
生
活
は
決
し
て
ス
マ
ー
ト

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
あ
の
中
学
時
代

の
入
試
の
失
敗
と
い
う
経
験
が

し
た
。

　

第
一
志
望
の
大
学
に
合
格
す
る

た
め
、
一
般
入
試
の
学
力
を
磨
く

の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
当
時
は

Ａ
Ｏ
入
試
と
呼
ば
れ
て
い
た
総
合

型
選
抜
で
も
戦
え
る
よ
う
、
１
年

み
、
校
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
課
外
活
動
、
さ
ら
に
は
生
徒
会

活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
経

験
を
積
み
上
げ
ま
し
た
。
や
れ
る

こ
と
は
す
べ
て
や
る
と
い
う
執
念

が
、
日
々
の
努
力
の
モ
チ
ベ
ー
シ

学 生 時 代

写真は、 ２年生の１２月、「高校生とやま県議会」に参加した
他校のメンバーと（宮脇先生は前列　左から ２人目）

　

遠
足
が
５
月
２５
日
に
行
わ
れ
、
１
年
生
は
バ
ス
で
県
内
各
所
、

２
年
生
は
金
沢
、
３
年
生
は
岐
阜
県
の
ひ
る
が
の
高
原
・
牧
歌
の

里
を
そ
れ
ぞ
れ
訪
れ
た
。
絶
好
の
遠
足
日
和
の
中
、
各
学
年
と
も

体
験
学
習
や
自
由
時
間
を
存
分
に
楽
し
み
、
ク
ラ
ス
内
の
親
睦
も

深
ま
っ
た
よ
う
だ
。

遠足で親睦深まる
県内各所 金沢で体験活動 牧歌の里でBBQ１年 ２年 ３年

　

１
年
生
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
選
ん

だ
、
県
内
各
所
の
「
体
験
で
き
る

場
所
」
を
訪
れ
た
。

　

１
、
２
組
は
国
宝
・
瑞
龍
寺
と

い
な
み
木
彫
り
の
里
創
遊
館
へ
。

瑞
龍
寺
で
記
念
撮
影
の
後
、
班
別

活
動
で
歴
史
あ
る
井
波
の
街
並
み

を
楽
し
ん
だ
。
そ
の
後
、
い
な
み

木
彫
り
の
里
で
木
彫
り
体
験
。
各

自
、
ド
ラ
え
も
ん
や
桜
の
花
び
ら

な
ど
好
き
な
絵
柄
を
木
の
板
に
彫

っ
た
。

　

８
組
は
高
岡
の
能
作
と
ひ
み
番

屋
街
へ
。
能
作
で
は
工
場
見
学
と

錫
の
箸
置
き
制
作
体
験
を
行
っ

た
。
繊
細
な
作
業
に
苦
戦
し
な
が

ら
も
生
徒
一
人
一
人
が
集
中
し
て

制
作
に
励
み
、
自
分
だ
け
の
箸
置

き
を
作
り
上
げ
て
い
た
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

２
年
生
は
金
沢
を
訪
れ
、
体
験

活
動
と
と
も
に
学
年
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
「
金
沢
観
光
ポ
ス
タ
ー
作
成
」

に
向
け
て
観
光
客
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
バ
ス
で
兼
六
園
ま
で
向

か
い
、
隣
接
す
る
石
川
観
光
物
産

館
で
そ
れ
ぞ
れ
伝
統
工
芸
な
ど
の

様
々
な
体
験
活
動
を
楽
し
ん
だ
。

そ
の
後
、
班
に
分
か
れ
て
約
３
時

間
ほ
ど
の
自
由
散
策
が
行
わ
れ
、

各
班
が
事
前
に
決
め
て
い
た
ル
ー

ト
で
金
沢
の
街
を
巡
り
満
喫
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
制
作
の
た
め
様
々
な

写
真
を
撮
影
す
る
と
同
時
に
、
多

く
の
外
国
人
観
光
客
に
対
し
て

「
な
ぜ
金
沢
を
訪
れ
た
の
か
」
な

ど
と
い
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
も

挑
戦
し
た
。
緊
張
し
な
が
ら
も
積

極
的
に
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
り
、
貴
重
な
国
際
交
流

も
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

３
年
生
は
岐
阜
県
の
ひ
る
が
の

高
原
・
牧
歌
の
里
へ
。
到
着
後
、

早
速
３
〜
６
人
の
班
に
分
か
れ
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
開
始
。
皆
で
協
力
し

て
肉
や
野
菜
を
焼
く
様
子
が
見
ら

れ
た
。
そ
の
後
の
自
由
散
策
で

は
、
花
畑
を
散
歩
し
て
写
真
を
撮

っ
た
り
、
ア
イ
ス
や
プ
リ
ン
を
頬

張
っ
た
り
、
動
物
た
ち
と
触
れ
合

っ
て
い
る
生
徒
が
多
く
み
ら
れ
た
。

中
生
徒
か
ら
は
「
普
段
触
れ
合
う

こ
と
が
で
き
な
い
羊
や
、
貴
重
な

馬
の
餌
や
り
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
」　

と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。

伝
統
芸
能
に
引
き
込
ま
れ
る

伝
統
芸
能
に
引
き
込
ま
れ
る

全
校
生
徒
が
狂
言
鑑
賞

全
校
生
徒
が
狂
言
鑑
賞

　

狂
言
は
本
来
、
能
の
間
に
公
演

さ
れ
る
伝
統
芸
能
で
、
能
と
と
も

に
室
町
時
代
に
完
成
し
６
５
０
年

と
い
う
長
い
歴
史
を
も
つ
日
本
最

古
の
喜
劇
と
言
わ
れ
て
い
る
。
演

目
の
前
に
「
狂
言
解
説
」
が
開
か

れ
、
役
者
の
三
宅
近
成
さ
ん
か
ら

　

芸
術
鑑
賞
会
が
７
月
１３
日
、
富
山
県
民
会
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
江
戸
時
代
よ
り
続
く
狂

言
・
和
泉
流
の
流
派
の
一
つ
、
三
宅
右
近
家
（
三
宅
狂
言
会
）
を
迎
え
て
全
校
生
徒
が
狂
言

を
鑑
賞
し
た
。

演
目
の
一
つ
「
盆
山
」
の
あ
ら
す

じ
や
見
ど
こ
ろ
、
狂
言
で
表
現
さ

れ
る
基
本
的
な
所
作
や
セ
リ
フ
、

擬
音
な
ど
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

い
解
説
が
あ
っ
た
。　

　

今
回
の
公
演
で
は
、「
梟
山
伏
」

と
「
棒
縛
」
の
二
つ
の
演
目
を
鑑

賞
し
た
。

「
梟
山
伏
」

は
、
山
か
ら

戻
っ
て
き
た

弟
の
様
子
が

お
か
し
く
、

「
物
の
怪
」

に
取
り
憑
か

れ
た
と
兄
は

色
々
と
治
療

を
施
す
が
、

な
か
な
か
効

果
が
な
い
。

そ
こ
で
、
山

伏
の
も
と
を

訪
ね
、
弟
の

容
体
を
診
て

も
ら
う
よ
う

大
学
の
先
生
の
講
義
を
受
講
す
る
生
徒
達

　

「
進
路
探
究
の
日
」
が
７
月
１０
日
、
１
、
２
年
生
に
向
け
て
開

催
さ
れ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
大
学
か
ら
講
師
の
先
生
を
招
い
て
講
義

を
聴
く
方
式
で
行
わ
れ
、
生
徒
達
は
そ
れ
ぞ
れ
希
望
す
る
学
部
・

学
科
に
合
わ
せ
て
受
講
し
、
将
来
の
進
路
に
つ
い
て
考
え
た
。

体
育
館
に

エ
ア
コ
ン
設
置

大
学
の
講
義

大
学
の
講
義  
受
講
受
講

１１・・２２
年
生
年
生
「
進
路
探
究
の
日
」開
催

「
進
路
探
究
の
日
」開
催

は
、
近
年
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る

熱
中
症
を
予
防
す
る
暑
さ
指
数

で
、
温
度
・
湿
度
・
輻
射
熱
・
気

流
の
４
要
素
を
反
映
し
、
よ
り
体

感
温
度
に
近
い
指
数
と
い
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
、
特
に
猛
暑
の

日
は
熱
中
症
防
止
の
た
め
体
育
館

使
用
も
控
え
ら
れ
て
き
た
が
、
こ

れ
で
涼
し
く
使
う
こ
と
が
で
き
そ

う
だ
。

　

ま
た
、
昨
年
度
、
本
校
体
育
館

が
避
難
所
に
指
定
さ
れ
た
た
め
、

災
害
時
利
用
も
想
定
し
て
暖
房
機

能
も
備
え
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

頼
む
、
と
い
う
話
。
威
厳
の
あ
る

山
伏
の
慌
て
ぶ
り
や
、
物
の
怪
の

奇
声
を
発
す
る
兄
弟
の
仕
草
が
笑

い
を
誘
っ
た
。

　

ま
た
、「
棒
縛
」
は
、
酒
好
き

な
太
郎
冠
者
、
次
郎
冠
者
の
二
人

の
召
使
い
が
主
人
の
留
守
の
た
び

に
酒
蔵
へ
忍
び
込
ん
で
盗
み
酒
を

し
て
い
る
こ
と
を
知
り
つ
つ
、
今

日
も
外
出
す
る
予
定
の
主
人
が
一

計
を
案
じ
て
ま
ず
次
郎
冠
者
を
呼

び
出
し
、
棒
術
（
護
身
術
）
の
稽

古
を
最
近
し
て
い
る
太
郎
冠
者
に

そ
の
型
を
さ
せ
、
隙
を
見
て
縄
で

括
り
つ
け
よ
う
と
提
案
す
る
、
と

い
う
滑
稽
な
ス
ト
ー
リ
ー
。
客
席

か
ら
大
き
な
笑
い
が
起
こ
っ
て
い

た
。

　

演
目
の
合
間
に
は
、
生
徒
が
狂

言
の
す
り
足
や
発
声
な
ど
を
体
験

す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
わ

れ
、
狂
言
へ
の
関
心
や
理
解
を
よ

り
深
め
た
。
鑑
賞
し
た
生
徒
は

「
思
っ
て
い
た
よ
り
親
し
み
や
す

く
面
白
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

「棒縛」の １ シーン＝県民会館ホール

方
を
考
察
し
、
経
済
学
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
た
。

　

ま
た
、
金
沢
学
院
大
学
文
学
部

の
中
妻
結
准
教
授
の
講
義
で
は
、

「『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』

の
モ
ン
ス
タ
ー
を
英
語
で
読
も

う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
イ
ギ
リ

ス
の
作
家
メ
ア
リ
ー
・
シ
ェ
リ
ー

が
１
８
１
８
年
に
書
い
た
小
説

『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
の

一
節
を
取
り
上
げ
、
怪
物
（
モ
ン

ス
タ
ー
）
の
心
情
が
描
か
れ
て
い

る
シ
ー
ン
の
日
本
語
訳
に
挑
戦
し

た
。
英
語
で
は
語
順
が
決
ま
っ
て

い
た
り
、
主
語
が“

I”

や“
you”

に
限
定
さ
れ
て
い
た
り
す
る
が
、

日
本
語
で
は
シ
ー
ン
や
感
情
に
合

わ
せ
て
主
語
や
言
い
方
を
自
由
に

変
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
日

本
語
訳
に
は
翻
訳
す
る
人
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
が
出
る
こ
と
な
ど
を
学

ん
だ
。

　

受
講
し
た
生
徒
は
「
視
野
が
広

が
っ
た
。
今
後
の
進
路
選
び
の
参

考
に
し
よ
う
と
思
う
」
と
話
し
た
。

【
太
知
も
も
】

昨
年
１０
月
、
友
達
と
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
ト
リ
ッ
ク
オ
ア
ト
リ
ー
ト

（
奥
田
さ
ん
は
右
か
ら
２
人
目
）
＝
ア
イ
ダ
ホ
州
イ
ー
グ
ル 　

　

授
業
で
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
が
多
く
、
自
分
の
考

え
を
発
言
す
る
機
会
が
頻
繁
に
あ

り
ま
し
た
。
最
初
は
自
分
の
英
語

に
自
信
が
持
て
ず
、
意
見
を
伝
え

る
こ
と
を
た
め
ら
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
先

生
や
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
、
英
語
の

正
確
さ
よ
り
も
「
自
分
の
考
え
を

伝
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
」
を
大
切

に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
か

げ
で
、
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、
自
分
か

ら
積
極
的
に
発
言
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

学
校
生
活
で
は
、
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
試
合
観
戦
や
プ
ロ
ム
な
ど
、

ア
メ
リ
カ
な
ら
で
は
の
学
校
行
事

に
も
参
加
し
ま
し
た
。
昼
休
み
や

放
課
後
に
は
友
達
と
話
し
た
り
、

一
緒
に
勉
強
し
た
り
し
て
過
ご

し
、
何
気
な
い
日
常
も
か
け
が
え

の
な
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
的
背
景
を

持
つ
人
々
と
関
わ
る
中
で
、
日
本

で
は
気
づ
か
な
か
っ
た
考
え
方
や

価
値
観
に
触
れ
る
機
会
が
多
く
あ

り
、
自
分
の
視
野
が
少
し
ず
つ
広

が
っ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

学
校
だ
け
で
な
く
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
の
生
活
も
私
を
大
き

く
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
毎

学
、American History

な
ど
の
必
修
科
目
に
加

え
、Restaurant 

M
anagem

ent

や

W
ilderness Survival

な
ど
、
日
本
で
は
あ
ま

り
見
ら
れ
な
い
授
業
も

受
け
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
授
業
を
通
し
て
、

教
科
の
知
識
だ
け
で
な

く
、
実
践
的
に
学
ぶ
楽

し
さ
も
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

勉
強
は
全
く
と
言
っ

て
い
い
ほ
ど
し
て
い

な
い
状
態
で
し
た
。

し
か
し
、
現
実
は
甘

く
な
く
、
高
校
入
試

で
見
事
に
失
敗
。
合

格
発
表
の
日
、
自
分

の
番
号
が
な
い
掲
示

板
を
見
つ
め
な
が

ら
、
ど
う
し
て
あ
の

時
も
っ
と
勉
強
し
な

か
っ
た
ん
だ
ろ
う

と
、
猛
烈
な
後
悔
の

念
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。

　

這
う
よ
う
な
思
い

で
進
学
し
た
高
校

で
、
私
は
中
学
時
代

な
け
れ
ば
、
私
は
高

校
で
こ
れ
ほ
ど
必
死

に
勉
強
や
様
々
な
活

動
に
挑
戦
す
る
こ
と

も
な
い
ま
ま
だ
っ
た

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

失
敗
は
、
そ
こ
で

立
ち
止
ま
れ
ば
た
だ

の
傷
で
終
わ
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
こ

か
ら
這
い
上
が
ろ
う

と
一
歩
を
踏
み
出
せ

ば
、
自
分
を
大
き
く

変
え
る
最
高
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
な
り
ま

す
。
も
し
今
、
何
か

に
つ
ま
ず
い
た
り
、

に
は
考
え
も
し
な
か
っ
た
「
大

学
進
学
」
と
い
う
高
い
目
標
を

目
指
す
決
意
を
し
ま
し
た
。
も

う
二
度
と
あ
ん
な
悔
し
い
思
い

は
し
た
く
な
い
。
そ
の
一
心

で
、
２
年
生
の
時
に
大
好
き
だ

後
悔
し
た
り
し
て
い
る
人
が
い

て
も
、
決
し
て
諦
め
な
い
で
く

だ
さ
い
。
そ
の
失
敗
こ
そ
が
、

未
来
の
あ
な
た
を
強
く
育
て
る

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

宮 脇 竜 成 先生
（ １学年副担任　地歴・公民） 錫の箸置き制作体験をする １ 年生＝能作

異常気象を「他人事」にするな
～持続可能な未来へ、高校生から始める一歩～

部 説

　

設
置
さ
れ
た

の
は
、
エ
コ
仕

様
の
大
型
エ
ア

コ
ン
１２
台
。
あ

わ
せ
て
自
動
換

気
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
よ
り
、

快
適
さ
と
省
エ


